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平
成
10
年
6
月
、「
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
」
は
、都
市
住
民
が
農
業
体
験
や

地
域
の
文
化
・
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、地

域
の
人
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、農

村
地
域
の
活
性
化
、農
業
経
営
の
回
復

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
当
施
設
に
は
、「
区
画
農
園
」
、「
お
た

す
け
方
式
農
園
」
、「
障
害
者
用
プ
ラ
ン

タ
ー
農
園
」
の
３
種
類
が
あ
り
、
最
高

2
5
0
人
の
受
け
入
れ
が
で
き
ま
す
。

簡
易
宿
泊
施
設
も
あ
り
遠
方
の
方
の
ご

利
用
も
可
能
で
す
。
 

　
農
園
を
利
用
し
た
方
の
中
に
は
、当

地
に
移
り
住
み
、本
格
的
に
農
業
を
始

め
る
人
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
総
合
交
流
施
設
で
は
各
種
体
験
が
楽

し
め
ま
す
。
食
体
験
教
室
で
は
組
合
員

の
主
婦
が
中
心
に
な
り
、そ
ば
打
ち
や
ほ

う
と
う
・
す
い
と
ん
作
り
を
教
え
て
い
ま

す
。そ
の
他
に
も
、ケ
ナ
フ
紙
す
き
、わ
ら
・

竹
細
工
作
り
、農
林
業
体
験
な
ど
が
で
き
、

首
都
圏
か
ら
大
勢
の
小
中
学
生
が
参
加

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
、健
康
的
で
開
放
的
な
農
園

生
活
を
提
案
し
、様
々
な
形
で
都
市
と

農
村
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
で
、地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

 

http://www.city.hokuto.yamanashi.jp/hokuto_wdm/html/joy-t/73805180654.html

～心の余裕「農園生活」～ 

◆年間利用料 
○市民農園 
・区画農園(1区画50㎡) 
・おたすけ方式農園(1畦10㎡) 
［　加算料金　］ 
20畦まで利用可能 
・障害者用プランター農園 
○簡易宿泊施設 
・ラウベ  　(5人用)     3棟 
・コテージ　(5人用)  7棟 
 ※利用の他に、入会金1万円が必要（5年間有効） 

◆各種体験の内容 
そば打ち ほうとう作り すいとん作り コンニャク作り 
もちつき ケナフ紙すき 林業(下刈・除伐・枝打)  
木工教室 竹細工 バーべキュー 田植え 
じゃがいも植え さつまいも植え じゃがいも収穫 さつまいも収穫 
りんご狩り 農業体験 わら細工  
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　富士山を仰ぐ神秘の湖、西湖周辺には今で
も豊かな自然が残されゆっくりした時間が流れ
る独特の雰囲気を漂わせています。 
　西湖・根場（さいこ・ねんば）に、日本一
美しい茅葺き集落「西湖いやしの里　根場」
がよみがえりました。 
　今年の７月15日は伝統工芸や郷土料理など
の体験ができる観光交流拠点がオープンし、
西湖・根場の歴史文化や地元の人 と々のふれ
合いや霊峰富士と青木ヶ原樹海を望む茅葺き
屋根の縁側で、癒しのひと時が過ごせます。 

高村 清さん 

時
の
人 

　
山
中
湖
村
の
新
名
所
、交
流
プ
ラ
ザ
「
き
ら

ら
」が
、７
月
 
日
の
渡
辺
美
里
コ
ン
サ
ー
ト
を

こ
け
ら
落
と
し
と
し
、平
野
地
区
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
湖
越
し
に
富
士
山
を
望
む
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
る
本
施
設
は
、多
種
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
や
環
境
学
習
が
体
験
で
き
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
総
合
公
園
と
し
て
、全
国
的
に
も
注
目
の

的
で
す
。

　
交
流
プ
ラ
ザ
推
進
課
の
高
村
課
長
さ
ん
は
、

計
画
立
案
か
ら
施
設
整
備
、そ
し
て
現
在
の
運

営
に
至
る
ま
で
プ
ラ
ザ
の
全
般
に
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
公
園
整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、ず
ば
り
「
人
と

自
然
と
の
共
生
」
。
生
態
系
へ
の
配
慮
の
た
め

徹
底
し
た
自
然
環
境
調
査
を
行
う
な
ど
、事

前
準
備
に
３
年
を
費
や
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、恵
ま
れ
た
環
境
や
複
合
的
施

設
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
な

ど
に
取
組
み
、地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
も
。

　
広
々
と
し
た
公
園
を
我
が
子
の
よ
う
に
見

守
る
眼
差
し
に
は
、こ
れ
ま
で
へ
の
達
成
感
と

と
も
に
、将
来
へ
の
確
か
な
自
信
も
垣
間
見
え

ま
し
た
。

人
と
自
然
の
共
生 

交
流
プ
ラ
ザ「
き
ら
ら
」 
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昭和２２年９月１２日、北杜市高根町生まれ。日本大学経済学部卒業。
国際興業（株）、代議士秘書を経て、昭和５４年に県議会議員に初
当選、以来７期連続当選。平成１６年７月に高根町長、同年１１月に
北杜市の初代市長に就任。５９歳。

02の やまなし 

平
成
16
年
11
月
に
明
野
村
、
須
玉
町
、
高
根

町
、
長
坂
町
、
大
泉
村
、
白
州
町
、
武
川
村
が

合
併
し
、
本
年
３
月
に
小
淵
沢
町
が
加
わ
り
、

歴
史
や
風
土
・
習
慣
な
ど
を
同
じ
く
す
る
地

域
が
名
実
と
も
に
一
つ
と
な
り
、
新
北
杜
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。

北
杜
市
は
、
日
本
百
名
山
の
う
ち
八
つ
の
山

を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
30
％
を
生
産
、
日
照
時
間
日
本

一
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
生
息
地
な
ど
、
豊

か
な
自
然
環
境
と
豊
富
な
資
源
に
恵
ま
れ
、

ま
た
、
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
や

金
田
一
春
彦
記
念
図
書
館
な
ど
、
文
化
の
香

り
高
い
地
域
で
あ
り
ま
す
。

合
併
前
の
各
地
域
に
は
、
多
く
の
特
色
が

あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
カ
ラ
ー
を
ブ
レ
ン
ド
し
、

水
と
緑
と
太
陽
に
あ
ふ
れ
、
ゆ
と
り
あ
る
美

し
い
環
境
の
中
で
、
人
と
自
然
が
共
生
で
き

る
社
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
誰
も

が
安
全
に
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る「
人
と
自
然
が
躍
動
す
る
環
境
創
造

都
市
」を
市
民
と
と
も
に
築
い
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

合
併
前
か
ら
脆
弱
な
財
政
基
盤
で
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
改
革

や
少
子
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
財
政
が
硬
直

化
し
て
い
る
た
め
、
本
市
の
地
域
力
を
高
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
私
は
、
ま
ず
行
財
政
改
革
を
積
極

的
に
進
め
る
中
で
、
力
み
な
ぎ
る
北
杜
市
を

築
く
た
め「
八
つ
の
杜
づ
く
り
」を
政
策
の
柱

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
原
っ
ぱ
教
育
」を
教
育
重
点
施
策
と
し
て
、

心
豊
か
な
・
迷
惑
を
か
け
な
い
・
汗
を
か
く
尊

さ
を
知
る
・
清
く
正
し
く
協
調
性
の
あ
る
・
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
い
、の
人
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
。

本
市
の
誇
れ
る
自
然
環
境
で
の
教
育
こ
そ

が
原
っ
ぱ
教
育
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
香
り
高
い
伝
統
文
化
、
天
然
記
念

物
、
文
化
財
が
多
い
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
財
産

と
し
て
継
承
し
つ
つ
新
し
い
文
化
の
創
造
を
図

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
元
企
業
の
育
成
及
び
連
携
と
と
も
に
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
優
良
企
業
の
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
、
昨
年
５
月
に
第
一
号
の
企
業

を
認
定
し
、こ
れ
ま
で
に
４
社
を
誘
致
い
た
し

ま
し
た
。
経
済
産
業
省
が
今
年
４
月
、
日
本
の

国
際
競
争
力
を
支
え
る「
元
気
な
モ
ノ
作
り
中

小
企
業
」を
発
表
し
、
県
内
か
ら
は
４
社
が
選

定
さ
れ
、
う
ち
３
社
が
本
市
内
の
企
業
で
あ

新
「
北
杜
市
」
誕
生

杜
づ
く
り
の
推
進

①
教
育
・
文
化
に
輝
く
杜
づ
く
り

②
産
業
を
興
し
、
富
め
る
杜
づ
く
り
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り
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
規
模
の
拡
大
と
併
せ
、
担
い
手

の
確
保
・
育
成
の
た
め
、
集
落
営
農
組
織
の
構

築
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

健
康
と
長
寿
は
市
民
誰
も
の
願
い
で
あ
り
、

認
知
症
や
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
、

県
下
の
市
の
中
で
一
番
高
い
受
診
率
で
あ
り

ま
す
住
民
総
合
検
診
を
更
に
推
進
し
て
参
り

ま
す
。

少
子
化
対
策
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
不
妊

治
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る「
コ
ウ
ノ
ト
リ
支

援
事
業
」を
実
施
し
、
児
童
、
生
徒
の
安
全
対

策
で
は
、
地
域
安
全
推
進
協
議
会
を
設
立
し

て
、
地
域
の
皆
様
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
不

審
者
監
視
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
子
供
の
体
力
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
市

内
全
小
中
学
校
に
お
い
て
、
体
力
づ
く
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
体
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
市
は
、
約
６
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

県
内
最
大
の
面
積
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
道

路
は
、
公
共
施
設
の
有
機
的
活
用
と
生
活
の

よ
り
一
層
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
の
整
備

を
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
結
び
、
一
つ

の
市
と
し
て
の
一
体
的
な
都
市
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
市
は
、
日
本
一
の
日
照
時
間
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
の
76
％
が
森
林
で
あ
り
、
そ

の
森
林
に
源
を
発
す
る
水
は
名
水
と
し
て
全

国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
環
境
を
活
か
し
、
小
中
水
力
発

電
所
の
建
設
や
、
個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発

電
の
導
入
に
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
里
山
整
備
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
と
ま
ち
の
交
流
や
、
人
と
人
の
出
会

い
は
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
き
っ

か
け
と
な
り
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
糸
口

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

旧
町
村
で
以
前
か
ら
交
流
を
深
め
て
参
り

ま
し
た
ア
メ
リ
カ
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
マ
デ
ィ
ソ

ン
郡
、
韓
国
ポ
チ
ョ
ン
市
と
の
国
際
交
流
や
国

内
の
姉
妹
都
市
と
の
交
流
を
積
極
的
に
進
め

て
お
り
ま
す
。
交
流
に
よ
り
他
を
知
り
、
文
化

振
興
を
図
り
、
市
民
自
ら
研
鑽
を
積
み
、
魅
力

あ
る
北
杜
市
を
築
い
て
参
り
ま
す
。

本
市
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な

地
で
あ
り
、
芸
術
、
観
光
、
温
泉
施
設
な
ど
数

多
く
の
集
客
施
設
は
、
本
市
の
大
き
な
財
産

で
あ
り
、
人
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
活
か
し
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

や
他
の
産
業
と
結
び
つ
け
た
観
光
振
興
を
図

り
、
訪
れ
た
人
々
が
心
い
や
さ
れ
、
来
て
よ
か

っ
た
、
ま
た
来
た
い
、
や
が
て
は
住
ん
で
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
品
格
高
い
北

杜
市
を
創
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

夢
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
を
創
る
に
は
、
市

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反
映
し
、
よ
り
よ

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
総
合
支
所
の
区
域

ご
と
に
地
域
委
員
会
を
市
長
の
諮
問
機
関
と

し
て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
八
つ
の
特
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
地
域
と
地
域
が
手
を
結
び
、

和
の
あ
る
北
杜
市
を
築
い
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で「
風
林
火

山
」が
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
内
に
建

設
し
た「
風
林
火
山
館
」を
中
心
に
市
内
で
ロ

ケ
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
外
か
ら
多

く
の
皆
様
が
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

③
安
全
、
安
心
で
明
る
い
杜
づ
く
り

④
基
盤
を
整
備
し
豊
か
な
杜
づ
く
り

⑤
環
境
日
本
一
の
潤
い
の
杜
づ
く
り

⑥
交
流
を
深
め
躍
進
の
杜
づ
く
り

⑦
品
格
高
い
感
動
の
杜
づ
く
り

⑧
連
帯
感
の
あ
る
和
の
杜
づ
く
り

お
わ
り
に
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M A C H I Z U K U R I  Y U M E Z U K U R I
20

平
成
16
年
10
月
の
６
町
村
に
よ
る
合
併
か

ら
お
よ
そ
１
年
10
カ
月
、
平
成
18
年
８
月
１

日
、
芦
川
村
と
の
合
併
に
よ
り
新「
笛
吹
市
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

甲
府
盆
地
の
中
央
部
か
ら
や
や
東
寄
り
の

地
域
に
位
置
す
る
笛
吹
市
は
、
縄
文
・
弥
生

期
の
古
代
遺
跡
や
古
道
、
さ
ら
に
由
緒
あ
る

神
社
仏
閣
や
石
仏
群
、
神
楽
等
の
無
形
文
化

財
や
行
事
、
そ
し
て
近
代
に
お
け
る
芸
術
や

文
学
に
足
跡
を
残
す
多
く
の
文
化
人
な
ど
、

多
様
で
豊
か
な
特
色
あ
る
文
化
資
源
を
有
す

る
地
域
で
す
。一

方
、
産
業
面
で
は
、「
桃
」や

「
ブ
ド
ウ
」、「
柿
」等
の
果
樹
や「
バ

ラ
」、「
菊
」等
の
花
卉
及
び「
ナ
ス
」、

「
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
」、「
ホ
ウ
レ
ン

草
」等
の
野
菜
な
ど
畑
作
を
中
心

と
す
る
農
業
、
石
和
・
春
日
居
地
区

を
中
心
と
す
る
温
泉
観
光
、
中
央

自
動
車
道
一
宮
御
坂
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
工
業
立
地
、

Ｊ
Ｒ
中
央
線
石
和
温
泉
駅
や
春
日

居
町
駅
を
中
心
と
し
た
商
業
立
地

な
ど
、
農
、
観
、
工
、
商
が
新
市
内

各
所
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ

る
と
と
も
に
、
特
に
温
泉
資
源
と

果
樹
農
業
を
活
か
し
た
観
光
産
業

が
地
域
の
産
業
構
造
を
特
色
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
部
を
占
め
る
山
間
部

は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
日
本

の
原
風
景
と
形
容
す
べ
き
特
有
な

空
間
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
自
然
景
観
を
有
す
る

芦
川
地
区
が
加
わ
り
、
更
に
多
様

に
な
っ
た
笛
吹
市
特
有
の
地
域
資

源
を
活
か
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新「笛吹市」の誕生
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笛
吹
市
は
、
御
坂
山
塊
の
複
合
扇
状
地
に

あ
り
、
土
壌
は
肥
沃
で
排
水
が
よ
く
、
日
照
時

間
が
長
い
う
え
に
昼
夜
の
気
温
差
が
大
き
く
、

果
樹
栽
培
に
優
れ
た
適
地
で
、
日
本
有
数
の

果
樹
地
帯
で
す
。

農
林
水
産
省
の
果
樹
生
産
出
荷
統
計
で

桃
・
ぶ
ど
う
の
栽
培
面
積
・
収
穫
量
・
出
荷
量

い
ず
れ
も
全
国
の
市
町
村
の
中
で
一
番
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

春
の
桃
の
開
花
に
始
ま
り
、
実
り
の
季
節

を
迎
え
、
そ
し
て
秋
の
ぶ
ど
う
の
葉
の
紅
葉

な
ど
四
季
の
変
化
は
盆
地
を
め
ぐ
る
連
山
と

相
ま
っ
て
、
起
伏
に
富
ん
だ
農
村
風
景
を
な
し

て
い
ま
す
。

桃
の
花
が
市
内
を
ピ
ン
ク
に
彩
る
季
節
に

は
、
市
内
各
地
で「
桃
の
花
祭
り
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
桃
の
花
の
絶
景
は
、
県
外
に
も
広
く

知
ら
れ
、こ
の
風
景
を
一
目
見
よ
う
と
多
く
の

花
見
客
が
訪
れ
ま
す
。

歴
史
あ
る
日
本
の
果
樹
栽
培
を
先
導
し
て

き
た
先
人
の
偉
業
を
た
た
え
、
全
国
に
誇
れ

る
す
ば
ら
し
い
果
実
郷
を
守
り
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
誓
い
、
昨
年
10
月「
桃
・
ぶ

ど
う
日
本
一
の
郷
」を
宣
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
栽
培
さ
れ
た
ぶ
ど
う
を
原
料
に
地

元
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
醸
造
さ
れ
る
ワ
イ
ン
の
味

も
格
別
で
す
。

こ
れ
か
ら
も「
日
本
一
の
果
実
郷
」を
国
内

外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
様
々

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

笛
吹
市
に
は
、
多
様
で
貴
重
な
歴
史
的
・
文

化
的
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
釈
迦
堂
遺
跡
、
一
の
沢
遺
跡

な
ど
全
国
的
に
名
の
通
っ
た
遺
跡
は
特
異
な

遺
物
を
数
多
く
出
土
し
、
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
食
料
資
源
に

恵
ま
れ
、
数
十
か
ら
数
百
人
が
同
じ
集
落
で

暮
ら
せ
る
ほ
ど
生
活
は
豊
か
で
安
定
し
、
定

住
性
も
高
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
古
墳
時
代
は
目
を
見
張
る
べ

き
も
の
が
あ
り
、
丘
陵
上
や
扇
状
地
に
は
前

方
後
円
墳
、
円
墳
、
方
墳
、
八
角
墳
、
積
石
塚

古
墳
、
群
集
墳
な
ど
県
内
で
も
有
数
の
古
墳

数
と
規
模
を
持
ち
、
当
時
の
社
会
変
化
や
支

配
体
制
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
最
古
の
寺
で
あ
る
寺
本
廃

寺
や
甲
斐
国
分
寺
、
国
分
尼
寺
の
跡
、
そ
の

後
、
甲
斐
国
唯
一
の
御
厨
で
あ
る
石
禾
御
厨

や
石
禾
荘
な
ど
が
存
在
し
た
こ
と
な
ど
、
笛

吹
市
は
古
代
甲
斐
の
国
成
立
期
前
か
ら
1
5

1
9
年
の
武
田
館
の
甲
府
移
転
ま
で
の
約
千

年
の
間
、
甲
斐
の
国
の
中
心
で
あ
り
つ
づ
け

た
地
域
で
あ
り
、
ま
さ
に「
甲
斐
国
千
年
の

都
」で
あ
っ
た
の
で
す
。

現
在
市
内
に
は
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
や

山
梨
県
立
博
物
館
、
隣
接
す
る
甲
府
市（
旧
中

道
町
）に
は
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
が
わ
ず
か

な
距
離
に
あ
り
、
山
梨
の
歴
史
・
文
化
の
拠
点

エ
リ
ア
と
し
て
諸
条
件
が
整
っ
た
地
域
で
す
。

こ
れ
か
ら
、「
古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
郷
」と

し
て
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
を
大
切
に
保
存
・

継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、こ
れ
ら
を
効
果
的

に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

桃・ぶどう日本一の郷

古代ロマンあふれる郷
「甲斐国 千年の都」
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全
国
屈
指
の
温
泉
郷
で
あ
る
石
和
温
泉
、

春
日
居
温
泉
は
、
山
梨
県
の
観
光
宿
泊
拠
点

と
し
て
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
観
光
客
を

迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
温
泉
資
源
を
活
用
し
た
市
内
四

カ
所
の
公
営
温
泉
施
設（
な
ご
み
の
湯
・
み
さ

か
の
湯
・
も
も
の
里
温
泉
・
や
ま
ゆ
り
の
湯
）

や
足
湯
施
設
は
、
市
民
を
は
じ
め
多
く
の

人
々
の
癒
し
の
場
、
憩
い
の
場
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
節
を
彩
る
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
春
の
「
桃
の
花
祭
り
」、
咲
き
誇
る
桃

の
花
の
中
を
走
る
「
桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

や
笛
吹
川
の
河
原
に
戦
国
絵
巻
を
繰
り
広
げ

る
「
川
中
島
合
戦
」、
新
緑
を
引
き
立
て
る

「
す
ず
ら
ん
の
里
祭
り
」、
夜
を
彩
る
「
大
文

字
焼
」、「
笈
形
焼
」、「
石
和
鵜
飼
」、「
石
和

温
泉
ま
つ
り
花
火
大
会
」
な
ど
に
は
市
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
他
市
内
に
は
、
神
楽
や
道
祖
神
祭
、
石

尊
祭
、
御
幸
祭
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
、
古
く
か

ら
地
域
住
民
に
よ
っ
て
大
切
に
守
り
育
て
ら

れ
て
き
た
祭
り
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
更
に

に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

約
1
万
人
も
の
宿
泊
収
容
力
を
持
つ
石

和
・
春
日
居
の
温
泉
郷
、そ
の
周
囲
に
広
が
る

日
本
一
の
桃
・
ぶ
ど
う
を
中
心
と
す
る
果
樹

地
帯
や
古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
歴
史
文
化
ゾ
ー

ン
、
恵
ま
れ
た
自
然
景
観
な
ど
の
地
域
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
多
様
な
交
流
と
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
都
市
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
ら
地
域
資
源
の
効
果
的
な

組
み
合
わ
せ
と
、
市
民
の
活
力
が

生
み
出
す
年
間
を
通
じ
た
様
々
な

魅
力
あ
る
祭
り
・
行
事
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
住
民
と
来
訪
者
と
の

に
ぎ
わ
い
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
交

流
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、「
活
力
あ

る
交
流
都
市
の
創
造
」へ
と
結
び

つ
け
て
い
き
ま
す
。

快
適
な
生
活
都
市
の
創
造
は
、

物
的
な
生
活
基
盤
の
充
実
と
と
も

に
、
市
民
生
活
を
取
り
巻
く
精
神

面
に
お
け
る
豊
か
さ
や
快
適
さ
の
充
実
、
そ

し
て
良
好
な
住
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
美
し
い
山
麓
の
緑
、
笛
吹
川

や
金
川
、そ
し
て
芦
川
な
ど
の
豊
か
で
潤
い
の

あ
る
水
環
境
を
効
果
的
に
活
用
し
、
ま
た
、
県

内
各
地
へ
約
1
時
間
と
い
う
立
地
条
件
を
活

か
し
、
高
質
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
住
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
と
、や

す
ら
ぎ
の
あ
る
市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
、

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
連
携
と
機
能
分
担
に
よ

り
効
果
的
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
に
よ
り「
快
適
な
生
活
都

市
の
創
造
」を
目
指
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
自
立
性

の
高
い
高
機
能
都
市
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
相
互
扶
助

や
自
助
努
力
を
い
と
わ
な
い
自

立
意
識
を
も
っ
た
市
民
の
行
動

力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
、
活
力

あ
る「
個
性
輝
く
自
立
都
市
の

創
造
」を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
涯
を
通

じ
て
学
び
続
け
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が「
個
性
輝
く
人
材
」に
な

る
努
力
と
、
充
実
し
た「
学
び
の

機
会
」と「
学
び
の
場
」を
提
供

で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
一
方
、
行
政
体
制
の
効
率
化
と
財
政
基
盤

の
強
化
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
行
政
事
務
を
意
欲

的
に
推
進
す
る
行
政
職
員
の
一
層
の
能
力
の

向
上
も
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

癒しの温泉と
季節を彩る祭り

にぎわい･やすらぎ･きらめき

「躍動するふれあい文化都市」
をめざして

『
に
ぎ
わ
い
』

『
や
す
ら
ぎ
』

『
き
ら
め
き
』
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g y o u s e i  h y o u k a

　行政評価を導入する自治体が増えています。近年の行政評価は、1990年代に三重県
や静岡県などではじまった事務事業評価や業務棚卸しなどの取り組みとはやや異なる様
相を呈していますが、この背景には、自治体財政の悪化や、小さくて効率的な政府が求め
る住民との協働の要請などといった状況があります。 
　これからの行政評価は、行政の活動をいかにして評価していくかということから、評価し
た結果をどのように行政運営に生かしていくか、という点に軸足が移りつつあります。それ
は、地域を経営するという視点に立って、民間の経営手法を行政分野にも取り込んでいこ
うとする、ニュー・パブリック・マネジメント（ＮＰＭ）の考え方にも連なるものです。 
　今回の特集では、行政評価と地域経営に焦点を当て、積極的な取り組みを進める県内
自治体の例を紹介しながら、自治体に求められる望ましい行政評価の進め方とこれに基づ
く地域経営のあり方について考えていきます。 
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行
政
評
価
は
、
行
政
の
施
策
や
事
務
事
業
の

成
果
な
ど
を
客
観
的
基
準
に
基
づ
い
て
把
握

し
、
不
断
に
見
直
す
仕
組
み
を
通
じ
て
継
続
的

に
改
善
を
図
り
、
よ
り
有
効
な
施
策
な
ど
に
重

点
的
か
つ
効
果
的
に
経
営
資
源（
予
算
や
人
員
）

を
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
し
、
透
明
性
の
高
い
行
政
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の

で
す
。

長
い
間
、
行
政
の
活
動
は
、
効
率
性
や
経
済

性
と
い
っ
た
世
界
と
の
縁
が
少
な
く
、
こ
の
よ

う
な
民
間
企
業
に
近
い
尺
度
を
通
し
て
行
政

の
活
動
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
公
平
性
や
平
等
性
を
重
視

す
る
行
政
活
動
は
、
効
率
性
を
追
求
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
経
済
的
な
利
益

を
追
求
で
き
な
い
分
野
の
活
動
で
あ
る
と
み

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
公
的
な

団
体
が
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

を
評
価
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
い
う
考
え

方
が
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
進
諸
国
に
端
を
発
す
る
行
政
改

革
の
流
れ
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
行
政
活

動
を
評
価
し
そ
の
結
果
を
行
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
動
き
、
す
な
わ
ち
行
政
評
価
の
採
用
を

余
儀
な
き
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
は
、
行
政
分
野
に
市
場
の
概
念
を

持
ち
込
ん
だ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
を

顧
客
と
捉
え
る
発
想
を
掲
げ
た
り
、
あ
る
い
は

業
績
や
成
果
に
よ
り
行
政
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
く
手
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
民
間
企

業
に
お
け
る
経
営
の
手
法
を
可
能
な
限
り
行

政
分
野
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
流
れ
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｎ
Ｐ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ
、
わ

が
国
で
も
国
や
多
く
の
自
治
体
で
採
用
さ
れ
、

成
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

行
政
評
価
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
評
価
す

る
こ
と
自
体
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
評
価
と
こ
れ
に
基
づ
く
改
善
、
す
な

わ
ち
、
計
画
（p

lan

）→

実
行
（d

o

）→

検
証

（ch
eck

）→

改
善
（action

）
と
い
う
流
れ
（
P

D
C
A
サ
イ
ク
ル
）
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
行
政
活
動
の
質
を
高
め
た
り
、
活
動
に

よ
る
成
果
を
よ
り
顕
著
な
も
の
と
し
て
い
く

一
連
の
流
れ
の
中
で
、
は
じ
め
て
そ
の
効
用

が
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
行
政
活
動
の
業
績
や
成
果
を

重
視
す
る
考
え
方
は
、
住
民
や
企
業
な
ど
と

の
連
携
に
よ
り
地
域
全
体
を
経
営
し
て
い
く

と
い
う
考
え
方
に
も
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
な
ど
を

含
む
公
共
的
な
役
割
を
担
う
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
、
望
ま
し
い
地
域
づ
く
り
を
協
働
し
て

行
っ
て
い
く
と
い
う
近
年
の
傾
向
は
、
も
は
や
、

「
行
政
を
運
営
す
る
」
と
呼
ぶ
よ
り
「
地
域
を

経
営
す
る
」
と
表
現
す
る
方
が
、
適
切
な
状
況

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

次
に
、
わ
が
国
や
山
梨
県
内
に
お
け
る
行

政
評
価
の
取
り
組
み
状
況
を
見
て
み
ま
す
。

総
務
省
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

18
年
１
月
１
日
現
在
、
都
道
府
県
の
ほ
ぼ
す

べ
て
、
特
例
市
の
90
％
、
市
区
の
45
％
、
町
村

の
13
％
が
行
政
評
価
を
導
入
し
て
お
り
、
平

成
11
年
度
時
点
と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
（
平
成
11
年
度
時
点
で
は
都

道
府
県
の
34
％
、
市
区
町
村
の
２
％
が
導
入
。

た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
市
区
と
町
村
が
統

計
上
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
単
純
な
増
減

比
較
は
不
可
能
）。
ま
た
、
山
梨
県
内
に
お
い

て
は
、
全
国
と
同
じ
平
成
18
年
１
月
１
日
現

在
で
、
１
特
例
市
、
４
市
、
３
町
村
の
計
８
市

町
村
が
行
政
評
価
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、

全
市
町
村
数
に
占
め
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

1
0
0
％
、
36
％
、
14
％
と
、
市
の
導
入
比
率

が
全
国
平
均
と
比
べ
、
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
少

行
政
評
価
と
地
域
経
営 

「
自
治
の
風
」
編
集
部 

特集 
行
政
評
価
と
は

1

行
政
評
価
の

取
り
組
み
状
況
と
そ
の
背
景

2

planaction

check do

pdcaサイクル
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な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ

時
点
で
行
政
評
価
を
試
行
中
の
市
町
村
（
2
）

や
導
入
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
市
町
村

（
22
）
を
含
め
る
と
、
34
市
町
村
の
う
ち
32
市

町
村
が
す
で
に
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
か
、
そ
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
多
く

の
市
町
村
が
行
政
評
価
に
意
欲
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
市
町
村
が
行
政
評
価

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
は

次
の
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

一
つ
目
は
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
事

情
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
、
景
気
の
低
迷
は
地
方
税
収
の

大
き
な
減
少
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
に
三
位
一

体
改
革
に
代
表
さ
れ
る
財
政
の
構
造
改
革
が

拍
車
を
か
け
る
形
と
な
っ
て
、
地
方
財
政
の
逼

迫
さ
は
、
全
体
と
し
て
そ
の
深
刻
さ
の
度
合

い
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
自
立

的
で
無
駄
の
な
い
地
方
財
政
を
確
立
す
る
た

め
に
、
施
策
に
優
先
順
位
を
つ
け
た
り
、
不
要

不
急
の
事
務
事
業
を
廃
止
・
凍
結
し
た
り
、
さ

ら
に
は
業
務
の
進
め
方
の
改
善
を
図
っ
た
り

す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
行
政
評
価
が
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

二
つ
目
の
要
因
は
、
総
合
計
画
の
進
行
管

理
や
予
算
編
成
方
法
な
ど
の
行
政
運
営
に
新

た
な
手
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
で
す
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
指
標
を
設
け
、
こ
れ
を
総
合
計
画
の

進
行
管
理
の
目
安
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
総
合
計
画
と
行
政
評
価
を
連
動
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
う
自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
を
所
管
す
る
部
課
等

に
予
算
を
枠
で
配
分
し
、
こ
れ
を
自
ら
の
責

任
（
予
算
編
成
の
裁
量
権
を
得
る
代
わ
り
に
所

管
部
課
が
負
う
事
業
の
成
果
を
挙
げ
る
責
任
）

に
お
い
て
執
行
し
て
い
く
方
式
の
採
用
を
目

指
す
自
治
体
が
県
内
に
も
現
れ
て
い
ま
す
が
、

枠
予
算
方
式
が
要
求
す
る
成
果
の
達
成
状
況

を
推
し
量
る
手
立
て
と
し
て
、
今
後
、
行
政
評

価
が
利
用
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
の
要
因
は
、
行
政
改
革
な
ど
に
よ

り
公
務
員
数
の
削
減
が
図
ら
れ
る
中
、
職
員

の
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
業
務
の
進
め
方
や

事
業
の
執
行
方
法
が
通
用
し
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
を
、
一
人
ひ
と
り
の
職
員
に
強
く

意
識
づ
け
る
た
め
に
、
行
政
評
価
の
手
法
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
は
、
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
た
り
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
改
善
を
図
る
た
め
、
自
ら
が
担

当
す
る
事
務
・
事
業
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
自
己
評
価
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
継
続
的
に

行
わ
れ
て
き
た
事
業
で
あ
っ
て
も
、
必
要
性
が

乏
し
か
っ
た
り
優
先
度
が
低
か
っ
た
り
す
る
も

の
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
、
驚
か

さ
れ
る
体
験
を
通
じ
て
、
職
員
の
意
識
を
塗

り
替
え
る
効
果
が
、
行
政
評
価
に
は
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

四
つ
目
の
要
因
は
、
住
民
な
ど
と
の
協
働

を
進
め
る
に
あ
た
り
、
行
政
が
説
明
責
任
を

全
う
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。
高
度
化

し
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
が
提
供
す
る

こ
と
は
も
は
や
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政

に
代
わ
り
、
あ
る
い
は
行
政
の
働
き
を
補
完
す

る
形
で
、
住
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主

体
に
な
る
と
、
目
指
す
べ
き
目
標
を
、
行
政
を

含
む
各
主
体
間
で
共
有
す
る
必
要
性
が
生
じ

て
き
ま
す
。
こ
の
目
標
は
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
間
に
お
け
る
共
通
言
語
と
も
言
え
る
も

の
と
な
り
、
行
政
は
逐
次
そ
の
達
成
状
況
を

行
政
評
価
と
い
う
形
で
公
表
し
な
が
ら
透
明

性
を
高
め
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
行
政
評
価
の
導
入
は
時
代

の
要
請
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
自
治
体
が
避
け
て

通
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
行
わ
れ
る
行
政
評

価
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
中
で
、
各
自

治
体
は
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
る
状
態
、
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％ 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90100％ 
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行政評価の導入状況（全国） 行政評価の導入状況（山梨県） 
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既に導入済み 試行中 検討中 該当なし・その他 既に導入済み 試行中 検討中 該当なし・その他 

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
評
価
手
法

3

続
い
て
、
現
在
、
多
く
の
自
治
体
が
導
入
し

て
い
る
行
政
評
価
手
法
を
タ
イ
プ
別
に
紹
介
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
分
け
は
便
宜
的
な
も

の
で
あ
り
、
多
く
の
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
、
実

情
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

構
築
し
た
り
、
複
数
の
手
法
を
採
用
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
代
表
的

な
手
法
以
外
の
行
政
評
価
手
法
を
導
入
す
る
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在
は
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
中
の
一

分
野
に
発
展
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
同

様
の
公
共
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
国
や
多
く

の
自
治
体
が
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
施
策
評
価
・
政
策
評
価

評
価
の
対
象
を
、
個
別
の
事
務
や
事
業
よ

り
引
き
上
げ
、
政
策
レ
ベ
ル
や
施
策
レ
ベ
ル
で

の
行
政
評
価
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。例
え
ば
、

県
道
○
○
線
の
整
備
と
い
う
事
業
を
例
に
と

る
と
、
施
策
レ
ベ
ル
で
は
、
交
通
渋
滞
の
解
消

と
い
う
施
策
が
、
ま
た
政
策
レ
ベ
ル
で
は
県
内

１
時
間
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
い
う
よ

う
な
政
策
が
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の

例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
施
策
や
政
策
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
複
数
の
事
業
が
こ
れ
と

因
果
関
係
を
有
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
手
段
を
特
定
す
る
の
が
困
難
に
な
る
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
施
策
や
政
策
の

目
標
達
成

度
合
い
を
示

す
指
標
の

設
定
も
、
事

業
レ
ベ
ル
に

比
べ
て
困
難

な
場
合
が

多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

事
業
―
施
策
―
政
策
と
い
う
階
層
構
造
は

互
い
に
目
的
と
手
段
と
い
う
関
係
を
な
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
施
策
に
関
す
る
評
価
は
、

政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
政
と
し
て

取
り
組
む
施
策
の
優
先
順
位
を
相
対
的
に
評

価
す
る
の
に
役
立
つ
た
め
、
厳
し
い
財
政
事
情

下
に
あ
る
多
く
の
自
治
体
の
関
心
が
今
後
さ

ら
に
深
ま
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
は
、
も
と
も
と
「
判
断
や

判
定
の
た
め
の
基
準
・
尺
度
」
を
意
味
し
、
物

事
を
測
る
物
差
し
の
よ
う
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。
指
標
（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
）ご
と
に
現
在
の
数

値
と
目
標
と
な
る
数
値
を
定
め
、
そ
の
達
成

度
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
評
価
を

行
う
手
法
が
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の
オ
レ
ゴ
ン
・
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
が
有
名
で
す
が
、
国
内
で
も
、
滋
賀
県
の

「
し
が
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
や
藤
沢
市
・
鎌
倉
市
・

逗
子
市
が
共
同
で
指
標
の
設
定
を
行
っ
た
「
湘

南
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
」
な
ど
が
こ
の
手
法
を
採
用

し
て
お
り
、
計
測
可
能
な
指
標
を
時
系
列
的

に
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
住

民
と
の
協
働
を
進
め
る
の
に
適
し
た
シ
ス
テ

ム
と
言
え
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド(B

S
C
)

バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
は
、
組
織
全
体

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を
「
財
務
の
視
点
（
財
務

状
況
は
改
善
し
て
い
る
か
）」、「
顧
客
の
視
点

（
住
民
満
足
度
は
向
上
し
て
い
る
か
）」、「
内
部

プ
ロ
セ
ス
の
視
点
（
業
務
や
事
務
の
効
率
化
は

行
わ
れ
て
い
る
か
）」、「
学
習
と
成
長
の
視
点

（
職
員
能
力
の
向
上
や
組
織
活
性
化
は
図
ら
れ

て
い
る
か
）」
と
い
う
四
つ
の
視
点
に
分
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
業
績
を
評
価
す
る
手

法
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
評
価
手
法
よ
り
、
バ
ラ

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

■
事
務
事
業
評
価

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い

る
個
々
の
事
務
・
事
業
を
対
象
と
し
て
評
価

を
行
っ
て
い
く
方
式
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
最

も
一
般
的
な
行
政
評
価
手
法
と
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
厳
密
に
言
え
ば
、
予
算
に
お
け

る
細
目
事
業
を
評
価
の
単
位
と
す
る
場
合
や

総
合
計
画
に
お
け
る
事
業
区
分
を
単
位
と
す

る
場
合
な
ど
が
あ
り
、
何
を
も
っ
て
事
務
や
事

業
の
単
位
と
す
る
か
と
い
う
点
で
、
さ
ら
に

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
法
は

平
成
８
年
に
三
重
県
が
導
入
し
た
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
て
お
り
、

投
入
し
た
資
源
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
や
産
出
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）、
こ
れ
ら
の
結

果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
成
果（
ア
ウ
ト
カ
ム
）

を
継
続
的
に
測
定
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
政
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
否
を
評
価
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

三
重
県
な
ど
の
例
に
な
ら
っ
て
事
務
事
業
評

価
を
導
入
し
た
自
治
体
の
中
に
は
、
多
岐
に

わ
た
る
評
価
項
目
を
記
入
し
評
価
す
る
事
務

負
担
に
耐
え
ら
れ
ず
、
行
政
評
価
が
継
続
し

て
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
出
て
い
ま
す

が
、
近
年
で
は
、
名
古
屋
市
の
よ
う
に
、
簡
便

な
評
価
シ
ー
ト
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

成
果
を
挙
げ
る
自
治
体
も
現
れ
て
い
ま
す
。

■
業
務
棚
卸
し

行
政
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
む

べ
き
仕
事
（
＝
業
務
）の
内
容
を
大
小
の
項
目

に
区
分
し
て
構
造
化
・
体
系
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
ご
と
に
現
在
の
進
捗
度
が
わ
か
る
よ

う
な
管
理
指
標
を
定
め
、
目
標
値
や
そ
の
達

成
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

静
岡
県
が
導
入
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
業

務
の
洗
い
出
し
と
「
目
的
―
手
段
」
に
よ
る
構

造
化
を
通
し
、
政
策
体
系
の
再
構
築
を
目
指

し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在

で
は
、
静
岡
県
の
ほ
か
、
兵
庫
県
三
木
市
な
ど

が
こ
の
手
法
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

■
Ａ
Ｂ
Ｃ（A

ctivity-B
ased

C
osting

：

活
動

基
準
原
価
計
算
）

行
政
活
動
を
一
つ
ひ
と
つ
の
業
務
区
分
ご
と

に
細
分
化
し
、
細
分
化
さ
れ
た
活
動
ご
と
の

原
価
（
コ
ス
ト
）
を
算
出
し
て
他
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
な
ど
と
比
較
す
る
手
法
で
す
。
コ
ス
ト
が

ど
の
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
は

住
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
く
、
説
明
力
の
高

い
手
法
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
対
象
、
方

法
等
を
わ
か
り
や
す
く
検
討
す
る
ツ
ー
ル
と

な
り
得
る
便
利
な
手
法
で
す
が
、
コ
ス
ト
に
特

化
し
た
評
価
手
法
で
あ
る
た
め
、
こ
の
手
法

の
み
で
十
分
な
行
政
評
価
が
行
え
る
か
と
い

う
意
味
で
は
、
や
や
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

■
公
共
事
業
評
価

北
海
道
が
平
成
９
年
度
に
導
入
し
た
「
時
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
」に
端
を
発
す
る
手
法
で
あ
り
、

長
期
間
停
滞
し
て
い
る
施
策
や
社
会
情
勢
の

変
動
に
よ
り
必
要
性
が
低
下
し
た
事
業
の
中

止
・
凍
結
な
ど
を
図
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の

手
法
は
、
公
共
事
業
な
ど
に
か
か
る
予
算
削

減
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
現

政　策

施　策

事務・事業

目的

手段 目的

手段

政策の階層構造
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ン
ス
の
取
れ
た
評
価
が
実
施
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
も
、
兵
庫
県
姫
路
市
や
群
馬
県
太

田
市
な
ど
が
こ
の
手
法
を
採
用
し
、
ビ
ジ
ョ
ン

達
成
に
向
け
た
事
業
の
選
択
と
集
中
に
適
し

た
戦
略
的
経
営
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
事
業
仕
分
け

各
事
業
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
必
要
な
も
の

か
ど
う
か
、
必
要
だ
と
し
た
場
合
に
行
政
と

民
間
の
ど
ち
ら
が
や
る
べ
き
か
、
行
政
が
や
る

べ
き
だ
と
し
た
場
合
に
国
や
県
、
市
町
村
の
い

ず
れ
が
実
施
す
べ
き
か
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、

順
次
検
討
し
整
理
し
て
い
く
手
法
で
す
。
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
引
き
起
こ
さ
ず
に
大

胆
な
歳
出
削
減
が
で
き
る
手
法
と
し
て
注
目

さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
国
内
で
10
を
超
え
る
自

治
体
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
提
唱
し
た
こ
の
シ
ス

テ
ム
の
趣
旨
は
、
平
成
18
年
5
月
に
成
立
し
た

行
政
改
革
推
進
法
に
も
盛
り
込
ま
れ
、
今
後

さ
ら
に
多
く
の
団
体
が
採
用
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
法
は
、
必
要
性
が

乏
し
い
事
業
の
改
廃
に
最
も
効
果
を
発
揮
し

ま
す
が
、
行
政
目
的
が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
他
の
評
価
手
法
と
併
せ
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
行
政
評
価
は
今
日
、
多
く

の
自
治
体
に
お
い
て
導
入
さ
れ
、
そ
の
数
は
今

後
さ
ら
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

現
実
に
は
、
必
ず
し
も
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
て

有
効
に
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
総
務
省
が
設
置
し
た

「
分
権
型
社
会
に
対
応
し
た
地
方
行
政
組
織
運

営
の
刷
新
に
関
す
る
研
究
会
」
は
、
平
成
17
年

３
月
に
取
り
ま
と
め
た
「
分
権
型
社
会
に
お
け

る
自
治
体
経
営
の
刷
新
戦
略
」
と
題
し
た
報
告

書
の
中
で
、
次
の
２
点
の
課
題
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

●
評
価
の
た
め
の
評
価
か
ら
の
脱
却

評
価
結
果
が
予
算
や
組
織
・
人
事
管
理
な
ど

の
行
政
の
意
識
決
定
の
中
核
に
お
い
て
十
分
に

活
用
さ
れ
ず
、
現
場
の
意
識
改
革
や
施
策
・
事

業
の
改
善
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
効
し
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
行
政
評
価
を
行
う
こ
と

自
体
が
自
己
目
的
化
し
、
担
当
者
の
負
担
感
ば

か
り
が
増
す
と
い
う
状
況
が
一
部
の
自
治
体
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

行
政
評
価
の
手
法
を
精
緻
な
も
の
に
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
専
門
的
で
難
解
、
か
つ
、
膨

大
な
も
の
と
な
り
、
住
民
や
議
員
に
と
っ
て
分

か
り
に
く
い
も
の
と
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
の
行
政
評

価
が
有
効
に
機
能
し
な
い
場
合
、
行
政
評
価
自

体
が
重
視
さ
れ
ず
、
こ
の
結
果
、
住
民
に
対
す

る
説
明
責
任
を
果
た
す
ツ
ー
ル
と
し
て
の
機
能

も
不
十
分
な
も
の
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
避
け
る
た
め
、
ま
ず
、

行
政
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
行

政
評
価
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
中
核
と
し
て
の
行
政
評
価
の
位
置
づ
け
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
行
政
評
価
手
法

そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
施
策
や
事
業
の
取
捨

選
択
・
優
先
順
位
付
け
、
予
算
や
人
事
管
理
と

の
連
動
が
よ
り
図
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
へ
と
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
と
の
協
働
を
進
め
る
た
め
の
ツ

ー
ル
と
し
て
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
評
価

プ
ロ
セ
ス
の
中
に
住
民
へ
の
説
明
と
対
話
の
機

会
を
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
住
民
と
の
協
働
を
積
極
的

に
進
め
る
事
例
は
す
で
に
数
多
く
あ
り
、
住
民

に
よ
る
経
営
改
革
推
進
プ
ラ
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
委

員
会
が
行
政
評
価
の
進
行
状
況
を
監
視
し
て
い

る
埼
玉
県
鴻
巣
市
の
例
や
、
評
価
指
標
の
設
定

を
住
民
自
身
の
手
に
よ
り
行
っ
た
愛
知
県
東
海

市
の
例
、
政
策
目
標
の
点
検
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
手
法
を
用
い
て
住
民
と
と
も
に
進
め
て
い
る

青
森
県
の
例
な
ど
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
評
価
へ
の
取
り

組
み
は
、
地
域
に
お
け
る
新
し
い
統
治
の
形
を

生
み
出
し
て
い
ま
す
。
官
民
の
相
互
交
渉
や
市

民
の
公
益
活
動
を
視
野
に
入
れ
た
「
ガ
バ
ナ
ン

ス
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
効
率
的
で

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制

の
実
現
に
向
け
、
政
府
・
公
共
部
門
の
役
割
や

利
害
関
係
者
と
の
関
係
の
見
直
し
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
統
治
の
あ
り
方
を
再
構
築
す
る
流
れ

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
行
政
評
価
は
行
政
活
動
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
し
悪
し
を
測
る
だ
け
で
な

く
、
戦
略
的
な
地
域
経
営
を
進
め
る
た
め
の
ツ

ー
ル
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
に
注
目
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
指
標
が
、
多
様
な
主
体
が
参
加
す
る
ガ
バ
ナ

ン
ス
型
の
地
域
経
営
を
進
め
る
た
め
の
共
通
言

語
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
成
熟
し
た
住
民
に
支

え
ら
れ
、
意
識
改
革
を
遂
げ
た
職
員
が
い
る
行

政
機
関
に
お
い
て
の
み
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
意
識
改
革
も
ま
た
、
行
政

評
価
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
、
最
も
効
率

的
に
実
現
が
図
ら
れ
る
の
で
す
。

行
政
評
価
に
よ
る
地
域
経
営
へ

5

行
政
評
価
の
課
題
と
対
応
策

4



の やまなし 12の やまなし 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て 

〜
行
政
評
価
の
試
行
か
ら
見
え
て
き
た
も
の 

身
延
町
行
政
改
革
室 

丸
山
　
　
優 
特集 

平
成
17
年
５
月
に
山
梨
県
市
町
村
職
員
研

修
所
に
お
い
て
「
実
務：

行
政
評
価
」
の
研
修

を
受
け
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
切
る
に
は

町
民
の
方
々
の
協
力
な
し
で
は
不
可
能
で
あ

り
、
住
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
住
民

に
分
か
り
や
す
く
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
情
報
を
公
開
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

行
政
評
価
制
度
は
、
行
政
が
実
施
し
て
い
る

全
て
の
施
策
や
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
、
目
的

や
目
標
が
達
成
さ
れ
た
か
職
員
自
ら
評
価
を
行

い
、
次
年
度
以
降
の
行
政
の
進
む
方
向
を
明
確

に
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
町
民
の
方
々

に
も
分
か
り
や
す
く
結
果
を
公
表
し
、
意
見
を

求
め
る
も
の
で
あ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
制
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
導
入

を
考
え
ま
し
た
。

今
回
、
本
誌
へ
の
寄
稿
に
あ
た
り
、
ま
だ
試

行
の
段
階
で
す
が
、
こ
こ
１
年
間
の
試
行
錯
誤

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
紹

介
す
る
形
で
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

す
。

は
じ
め
に

1

行
政
評
価
の
取
り
組
み
状
況

2

（
１
）
具
体
的
な
取
り
組
み
の
考
え
方

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
増
す
な
か
で
、
限
ら

れ
た
財
源
と
人
員
を
い
か
に
効
果
的
に
配
分

し
、
か
つ
、
効
果
を
あ
げ
る
か
と
い
う
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

具
体
的
に
、
本
町
で
は
、
現
在
の
町
の
財
政

規
模
1
0
5
億
円
（
平
成
18
年
度
当
初
予
算
）

を
今
後
10
年
間
で
30
億
円
以
上
圧
縮
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
（
行
政
改
革
担
当
と

し
て
の
個
人
的
見
解
）、
さ
ら
に
、
職
員
の
削

減
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
10
年
で
54
人
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
目
標
に
、
行

政
評
価
の
取
り
組
み
を
行
い
事
務
・
事
業
の
見

直
し
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
２
）
具
体
的
な
取
り
組
み
の
進
め
方

行
政
評
価
の
取
り
組
み
を
始
め
る
に
あ
た

り
、
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
計

画
し
ま
し
た
。

①
職
員
の
意
識
改
革
の
た
め
の
研
修

（
平
成
17
年
11
月
）

②
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
案
）
の
検
討

（
平
成
17
年
12
月
）

③
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
試
験
作
成

（
平
成
18
年
２
月
）

④
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
作
成
研
修（
合
同
）

（
平
成
18
年
２
月
）

⑤
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
作
成
研
修

（
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
）（

平
成
18
年
３
月
）

⑥
全
て
の
事
務
・
事
業
の
評
価
と
公
表

（
平
成
18
年
６
月
〜
）

（
３
）
具
体
的
な
取
り
組
み
状
況

①
職
員
の
意
識
改
革
の
た
め
の
研
修

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
、
各
種
計
画
に
基
づ
い

て
予
算
を
獲
得
し
、
事
業
を
執
行
す
る
こ
と
自

体
を
目
的
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、

施
策
や
事
業
が
ど
の
よ
う
な
「
成
果
」
を
上
げ

た
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
評
価
が
行
わ
れ
ず
、

成
果
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
事
業
で
も
、
な
か

な
か
縮
小
や
廃
止
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
続
け

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
は
、
限
ら
れ
た
財

源
と
人
員
を
投
入
し
て
行
わ
れ
た
事
業
が
、
ど

の
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
た
か
に
つ
い
て
明
確
な

評
価
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
、
そ
れ
ら
を

意
識
で
き
る
職
員
の
育
成
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
職
員
の
意
識
改
革
の
第
一
段
と
し

て
、
山
梨
県
市
町
村
職
員
研
修
所
の
受
託
研
修

「
新
た
な
自
治
体
経
営
と
行
政
評
価
」
を
、
平

成
17
年
11
月
24
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
12

研修の様子
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時
ま
で
と
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
30
分
ま

で
の
２
回
に
分
け
、
全
職
員
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
に
は
ほ
ぼ
全
員
の
職
員

が
出
席
し
て
い
ま
す
。

②
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
（
案
）
の
検
討

平
成
17
年
度
行
政
改
革
大
綱
及
び
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
策
定
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
職
員
自
ら
行
政
評
価
の
様
式
の
作
成
及
び

シ
ス
テ
ム
の
確
立
ま
で
は
行
え
な
い
こ
と
、
さ

ら
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
則
っ
た
行
政
評
価

の
仕
組
み
を
確
立
さ
せ
た
い
こ
と
等
を
考
慮

し
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
活
用
を
考
え
ま
し
た
。

業
務
委
託
の
主
な
も
の
は
、
評
価
対
象
事
業

の
特
定
・
行
政
評
価
の
様
式
と
手
法
の
策
定
・

行
政
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
で
す
。
特
に
行
政
評
価
の

様
式
の
作
成
に
つ
い
て
は
２
カ
月
以
上
を
要

し
、
様
式
作
成
ソ
フ
ト
の
選
定
、
Ａ
３
判
の
用

紙
に
多
く
の
調
査
項
目
を
い
か
に
効
率
よ
く
収

め
る
か
、
事
務
・
事
業
の
目
標
欄
や
評
価
指
標

の
設
定
欄
の
記
載
項
目
と
そ
の
配
置
及
び
記
載

枠
の
大
き
さ
の
検
討
、
評
価
項
目
選
定
と
評
価

点
の
付
け
方
及
び
そ
の
表
現
方
法
等
、
多
く
の

協
議
を
経
て
、
評
価
シ
ー
ト
の
様
式
を
決
定
し

ま
し
た
（
評
価
シ
ー
ト
案
は
別
紙
の
と
お
り
）。

③
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
試
験
作
成

平
成
18
年
２
月
、
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー

ト(

案)

が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
評
価
項

目
等
を
正
し
く
記
載
で
き
る
か
確
か
め
る
た

め
、
試
行
前
に
以
下
の
４
課
４
事
務
事
業
に
つ

い
て
担
当
課
に
試
験
作
成
を
依
頼
し
ま
し
た
。

○
生
涯
学
習
課
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
事
業
　

「
な
か
と
み
文
化
の
集
い
」

○
建
設
課
　
施
設
整
備
事
業

「
過
疎
対
策
道
路
改
良
工
事
」

○
町
民
課
　
法
定
受
託
事
業「

国
民
年
金
事
業
」

○
総
務
課
　
内
部
管
理
事
務「

文
書
発
送
業
務
」

ま
ず
、
事
前
に
配
布
し
た
「
身
延
町
事
務
・

事
業
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
・
試
行
版
）」
の

み
を
見
て
「
平
成
18
年
度
事
務
・
事
業
評
価

シ
ー
ト
（
平
成
17
年
度
事
業
対
象
）
記
入
用
」

へ
記
載
が
可
能
か
試
み
ま
し
た
が
、
担
当
者
は

か
な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
特
に

事
業
の
目
的
欄
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
事
業
の

対
象
」
と
「
意
図
」
の
記
載
が
難
し
か
っ
た
と

い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

④
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
作
成
研
修（
合
同
）

先
の
試
験
作
成
に
よ
り
得
ら
れ
た
成
果
を
も

と
に
さ
ら
に
評
価
シ
ー
ト
を
改
良
し
、
全
職
員

を
対
象
と
し
た
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
作

成
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
合
併
し
て
１
年

３
カ
月
を
経
過
し
た
段
階
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
各
課
と
も
非
常
に
忙
し
い
中
で
多
く
の
職

員
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
夜
の
時
間
帯
も
含
め

以
下
の
と
お
り
３
回
に
分
け
実
施
し
ま
し
た
。

■
第
１
回
　
平
成
18
年
２
月
23
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
00
分

■
第
２
回
　
平
成
18
年
２
月
23
日
（
木
）

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
00
分

■
第
３
回
　
平
成
18
年
２
月
24
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
00
分

研
修
会
の
当
日
、
行
政
改
革
係
と
し
て
次
の
よ

う
な
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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⑤
事
務
・
事
業
評
価
シ
ー
ト
作
成
研
修

（
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
）

前
回
行
っ
た
一
方
的
な
説
明
研
修
だ
け
で
評

価
シ
ー
ト
を
完
全
に
仕
上
げ
ら
れ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
３
月
に
入
り
、
宿
題
に

し
て
お
い
た
各
自
の
評
価
シ
ー
ト
を
見
な
が

ら
、
マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
で
指
導
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
を
計
画
し
、
各
課
半
日
２
〜
３
名

の
指
導
者
（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
担
当
者
）
を
派

遣
し
、
１
人
あ
た
り
20
分
ず
つ
指
導
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
日
程
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
３
月
８
日

午
前

9:

00
〜
12:

00

総
務
課

午
後

13:

00
〜
17:

00

町
民
課
・
財
政
課

■
３
月
９
日
　

午
前

9:

00
〜
12:

00

産
業
課

午
後

13:

00
〜
17:

00

企
画
課
・
出
納
室

（
以
下
省
略
）

こ
の
よ
う
な
日
程
で
実
施
し
、
３
月
24
日
ま
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で
に
全
て
の
課
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
各
課
研

修
を
と
お
し
、
ほ
ぼ
全
職
員
が
評
価
シ
ー
ト
の

作
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
理
解
し

て
い
ま
す
。

⑥
全
て
の
事
務
・
事
業
の
評
価
と
公
表

各
課
が
担
当
す
る
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
、

２
〜
３
カ
月
中
に
評
価
を
終
え
、
試
行
の
段
階

で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
方
々
に
分
か
り
や

す
く
結
果
を
公
表
し
、
意
見
を
求
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
平
成
17
年
５
月
よ
り
、
行
政

改
革
大
綱
の
策
定
中
に
そ
の
経
過
や
５
回
に
わ

た
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
会
議
録
等
を
、

ま
た
、
10
月
に
大
綱
（
案
）
を
諮
問
、
さ
ら

に
３
回
の
委
員
会
の
協
議
、
12
月
の
答
申
等

も
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
、
結
果
と
し

て
身
延
町
行
政
改
革
大
綱
を
ま
と
め
、
経
過
と

と
も
に
公
表
（
役
場
本
庁
・
支
所
・
出
張
所
・

図
書
館
等
に
経
過
や
会
議
録
等
フ
ァ
イ
ル
に

て
）
し
て
い
ま
す
。
住
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
に
は
透
明
性
の
高
い
行
政

運
営
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
お
い
て
情
報
を
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
な
か
で
も
行
政
評
価
の
公
表
は
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
分
か
り
や
す
く
公

表
し
、意
見
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
評
価
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
て

感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
、
成
果
と
し
て
、

行
政
の
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
何
の
疑
問
も
抱

く
こ
と
な
く
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
そ

の
目
的
や
成
果
な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
事

務
・
事
業
そ
の
も
の
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な

り
、
中
に
は
試
行
の
段
階
で
あ
っ
て
も
実
施
方

法
に
工
夫
を
加
え
た
課
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
限
ら
れ
た

財
源
を
い
か
に
効
率
的
に
配
分
し
、
か
つ
、
効

果
を
あ
げ
る
か
と
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
平
成
18

年
度
に
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
職
員
に
も
財
政
状
況
の
厳
し
さ

を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
さ
ら
に
行
政

評
価
の
必
要
性
を
分
か
っ
て
も
ら
え
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
は
、
評
価
結
果
を
ど
う
予
算
編
成

に
役
立
て
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
法
が

つ
か
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
予

算
規
模
を
年
々
圧
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
の
中
、
あ
ら
か
じ
め
各
課
に
お
け
る
評
価
結

果
に
も
と
づ
き
事
務
・
事
業
の
取
捨
選
択
を
行

い
、
予
算
要
求
に
反
映
さ
せ
る
の
か
、
あ
る
い

は
、
財
政
担
当
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に
予
算

を
配
分
し
、
担
当
課
が
そ
の
予
算
に
対
し
あ
ら

か
じ
め
行
っ
て
い
た
評
価
の
結
果
の
低
い
順
に

事
業
の
廃
止
等
を
検
討
す
る
よ
う
な
方
法
を
と

る
の
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
施
策
評
価
に
つ
い
て
の

方
法
や
そ
の
活
用
方
策
な
ど
も
検
討
し
な
け
れ

お
わ
り
に

3
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
事

務
・
事
業
の
取
捨
選
択
を
行
う
手
段
と
し
て
、

事
業
仕
分
け
の
手
法
を
用
い
る
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
素
早
く
一
度
だ
け

で
取
捨
選
択
を
行
う
手
段
と
し
て
用
い
る
も
の

で
あ
る
よ
う
に
理
解
し
て
お
り
、
継
続
し
て
行

う
手
法
で
は
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
ま
だ
検
討
の
余
地
は
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。以

上
の
よ
う
に
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
は

勿
論
で
す
が
、
と
に
か
く
機
会
あ
る
ご
と
に
職

員
の
意
識
改
革
の
た
め
の
仕
掛
け
を
行
い
つ

つ
、
行
政
評
価
導
入
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
今
、

町
が
行
っ
て
い
る
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
目
的
や
目
標
が
達
成
さ
れ
た
か
職
員
自

ら
評
価
を
行
い
、
次
年
度
以
降
の
方
向
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
町
民
に
公
表
し
、
意
見
を
求

め
る
一
連
の
作
業
を
着
実
に
実
施
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
当
初
予
算
要
求
の
際
、

各
課
の
事
業
の
説
明
資
料
と
し
て
、
評
価
シ
ー

ト
を
添
付
す
る
の
も
良
い
活
用
方
法
で
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
今
ま
で
の
よ
う
な
行
政
の
や
り

方
は
通
用
し
な
く
な
り
ま
す
。
身
延
町
の
行
政

改
革
の
目
標
は
「
小
さ
く
て
効
率
的
な
役
場
経

営
」
で
す
。
行
政
改
革
大
綱
に
対
す
る
行
政
改

革
推
進
委
員
会
の
答
申
書
の
最
後
に
、「
行
政

改
革
は
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
行
政
の
普

遍
的
課
題
で
あ
る
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
の
取

り
組
み
を
期
待
し
、
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。」

と
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
、

行
政
改
革
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
よ
る 

新
た
な
行
政
経
営
体
制
に
向
け
て 

山
梨
市
総
合
政
策
課 

名
取
　
茂
久 
特集 

行
政
評
価
に
よ
る

政
策
形
成
の
確
立

1

山
梨
市
は
、
平
成
18
年
3
月
に
第
１
次
山
梨

市
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

大
綱
は
、
改
革
の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

「
行
政
評
価
に
よ
る
政
策
形
成
の
確
立
」
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
が
乏
し
い
状
況
下
に
お
い
て
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
費
用
対
効
果
を
十
分
に

検
討
し
、
市
民
が
何
を
望
み
、
何
が
重
要
と
考

え
て
い
る
か
を
見
極
め
、
優
先
性
を
も
た
せ
た

施
策
の
推
進
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
を
振
り
返
る

と
、
政
策
や
事
業
決
定
の
場
面
で
多
く
見
ら
れ

る
の
が
、
前
例
踏
襲
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

こ
れ
は
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
状
況
の
も
と
で

は
可
能
で
あ
っ
て
も
、
今
日
の
本
市
の
財
政
状

況
か
ら
は
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
政
策

形
成
に
つ
い
て
は
そ
の
過
程
が
確
立
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
個
々
の
職
員
の
経
験
に
基
づ

い
た
事
務
・
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
行
財
政
改
革
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
考

え
方
を
一
掃
し
、
行
政
運
営
に
「
経
営
」
と
い

う
観
点
を
取
り
入
れ
、
企
画
・
立
案
か
ら
翌
年

度
予
算
へ
の
反
映
と
い
う
事
業
の
流
れ
を
体
系

化
し
、
職
員
だ
け
で
な
く
市
民
に
も
理
解
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
計
画
（P
lan

）
―
実
行
（D

o

）

―
検
証
（C

h
eck

）
―
改
善
（A

ction

）
と
い
う

一
連
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
行
政
を
運
営
す
る
こ

と
で
、
事
業
選
択
を
明
確
に
行
い
、
予
算
編
成

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
こ
の
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
確
立
す
る
た
め
の
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
計
画
期
間
内
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
事
業
は
総
合
計
画
を
上
位
計
画
に

位
置
付
け
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、

総
合
計
画
の
進
捗
状
況
の
管
理
に
つ
い
て
は
あ

い
ま
い
な
状
況
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
で
は
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も

評
価
を
行
い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
P
D
C

A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
一
連
の
事
務
の
流
れ
や
、

成
果
志
向
に
よ
る
事
務
・
事
業
の
遂
行
体
制
を

確
立
す
る
た
め
に
、
評
価
シ
ー
ト
を
活
用
し
た

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
職
員
全
員
が

常
に
コ
ス
ト
を
意
識
し
な
が
ら
事
務
を
遂
行
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
市
が
目
指
す
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
事
前
評

価
で
実
施
事
業
の
選
択
を
行
い
、
事
後
評
価
で

事
業
の
継
続
・
廃
止
、
改
良
･
改
善
を
図
り
、

翌
年
度
以
降
の
予
算
へ
の
反
映
を
め
ざ
す
も
の

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る
総
合

計
画
と
連
動
し
、
計
画
の
進
行
管
理
に
も
役
立

た
せ
る
と
と
も
に
、
行
政
経
営
に
お
け
る
主
要

施
策
の
選
択
に
活
用
さ
せ
る
も
の
で
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
職
員
や
市
民
が
理
解
し
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
、

事
業
選
択
の
明
確
化
、
職
員
の
業
務
へ
の
責
任
、

効
率
的
な
予
算
執
行
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
な

ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、平
成
17
年
度
に
導
入
に
着
手
し
、

職
員
研
修
、
職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
を
重
ね
、
平
成

20
年
度
以
降
の
予
算
に
反
映
が
で
き
る
よ
う
、

評
価
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
民
や
有
識
者
に
よ
る
外
部
評
価

委
員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
で
の
評
価
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
予
算
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

2

山
梨
市
の
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

3

地
方
財
政
は
、
合
併
市
町
村
と
い
え
ど
も
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
、
こ
う
し
た
状
況
を
住

民
に
正
確
に
伝
え
、
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
お
い
て
は
、
自
治
体
が
行
っ
て
い
る
施

策
・
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
が
そ
も
そ
も
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関
与
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
を
含
め
た
優
先
順

位
や
劣
後
順
位
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
事
業
の
目
的
と
成

果
、
施
策
の
進
捗
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
行
政
評
価
は
必
須
の
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

本
市
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
施
策
・
事

務
事
業
の
成
果
を
客
観
的
な
基
準
に
よ
り
評
価

し
、
施
策
・
事
務
事
業
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、

優
先
度
の
高
い
施
策
・
事
務
事
業
へ
の
予
算
や

人
員
の
重
点
的
配
分
や
、
住
民
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
導
入
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
た
め
、
本
市
に
お
い
て
は
、
行
政

評
価
を
総
合
計
画
と
予
算
編
成
に
リ
ン
ク
さ
せ

る
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。
市
長
以

下
幹
部
職
員
が
そ
の
意
義
を
理
解
し
、
評
価
結

果
が
十
分
に
反
映
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
評
価
に
携
わ
る
職
員
を
対

象
と
す
る
試
行
や
評
価
表
作
成
指
導
を
通
じ
、

成
果
重
視
の
客
観
的
な
評
価
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
の
中
で
、
総
合
計
画
に
よ
る
管
理

に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の
施
策
の
下
に
事
業

を
整
理
し
、
計
画
と
予
算
の
関
係
を
明
確
に
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理

に
よ
る
行
政
評
価
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
導
入
成
功
の
た
め
に
、
事
務
事
業
の

実
施
に
当
た
る
職
員
の
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
担
当
し
て
い
る
事
業
が
総
合
計
画
の
ど

こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
認
識
し
、
事

業
を
ど
の
よ
う
に
改
革
す
れ
ば
市
民
に
効
果
が

あ
る
か
を
意
識
し
、
職
場
で
議
論
を
重
ね
て
い

く
こ
と
が
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

何
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
事
業
か
、
目
的
か
ら

見
直
し
、
具
体
的
数
値
に
よ
り
成
果
を
説
明
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
説
明
責
任
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

施
策
・
事
務
事
業
の
目
的
、
内
容
、
達
成
度
な

ど
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
（
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）の
向
上
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み

4

行
政
評
価
は
平
成
８
年
に
三
重
県
で
導
入
さ

れ
て
か
ら
10
年
が
経
ち
、
総
務
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
中
小
規
模
の
市
区
で
も
95
%
以
上
が
何
ら

か
の
形
で
導
入
あ
る
い
は
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
評
価
の
有
効
性
に
対
す

る
不
信
な
ど
か
ら
行
政
評
価
に
対
し
て
否
定
的

な
意
見
も
聞
か
れ
ま
す
。
本
市
の
行
政
評
価
の

目
標
と
し
て
は
評
価
と
予
算
及
び
計
画
の
連
動

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方
式
自
体
は
特
に

目
新
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

実
際
に
こ
の
目
標
が
達
成
で
き
て
い
る
と
こ
ろ

は
先
進
地
と
言
わ
れ
て
い
る
自
治
体
で
も
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
市
役
所
内
部
で

実
効
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。
こ
の
目
標
が
達
成
で
き
る
と
考
え
る
根
拠

は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
総
合
計
画
策
定
と

行
政
評
価
導
入
時
期
が
重
な
っ
て
お
り
、
施
策

段
階
で
の
目
標
の
設
定
が
必
然
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
、
二
つ
目
は
行
政
評
価
を
自
立
的
に
運
営

す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
枠
予
算
に
つ
い
て

の
理
解
が
財
政
部
門
で
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。行

政
評
価
の
導
入
に
向
け
て
、
平
成
17
年
度

は
行
政
評
価
に
つ
い
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
職
員
に

よ
る
市
長
へ
の
説
明
に
始
ま
り
、
幹
部
ク
ラ
ス
、

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
、
一
般
職
員
ま
で
計
５
回
、

の
べ
２
７
０
人
の
職
員
に
対
す
る
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
大
住
荘
四
郎
関
東
学
院
大
学

教
授
を
お
招
き
し
、「
分
権
時
代
の
自
治
体
経

営：

価
値
前
提
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
題
し
た
、

行
政
評
価
を
活
用
し
た
戦
略
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

評
価
の
試
行
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
担
当
す
る
事
業
（
市
営
バ
ス

運
行
事
業
、
巨
峰
の
丘
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
汚
水

処
理
施
設
整
備
交
付
金
事
業
、
青
少
年
県
外
交

流
事
業
山
梨
市
子
ど
も
地
球
探
検
隊
、
保
育
料

軽
減
事
業
）に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

横
須
賀
市
、
太
田
市
な
ど
の
先
進
地
の
シ
ス
テ

ム
や
評
価
表
な
ど
も
研
究
す
る
中
で
、
具
体
的

に
は
山
梨
県
、
名
古
屋
市
、
静
岡
県
長
泉
町
の

３
つ
の
評
価
表
を
用
い
て
、
前
記
の
５
事
業
に

つ
い
て
評
価
し
、
そ
の
手
法
を
実
感
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
表
の
記
入
の
し
や
す

さ
や
、
必
須
や
不
要
な
項
目
な
ど
を
指
摘
し
、

山
梨
市
独
自
の
評
価
表
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
は
評
価
シ
ス
テ
ム
の
試
行
の
年

度
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
評
価
技
術
の
習
得
は
両
輪
で
あ
る
と
の

考
え
に
立
ち
、
財
政
部
門
と
協
議
し
評
価
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
、
評
価
表
の
作

成
を
通
じ
た
研
修
の
二
つ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

評
価
表
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
主
要
事
業
か
ら

各
課
２
事
業
を
選
定
し
、
評
価
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
た
後
、
具
体
的
な
評
価
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
平
成
18
年
度
と
19
年
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
図
１
（
次
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で

あ
り
、
評
価
シ
ス
テ
ム
は
図
２
（
次
ペ
ー
ジ
）

の
と
お
り
で
す
。

行
政
評
価
の
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
は
、
評
価
表
を
予
算
査
定
資
料
へ

添
付
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
評
価
結
果
は

あ
く
ま
で
参
考
資
料
で
あ
り
、
従
前
ど
お
り
予

算
査
定
の
中
で
決
定
し
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、

評
価
結
果
と
枠
予
算
を
連
動
さ
せ
ま
す
。
重
点

施
策
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
重
点

施
策
・
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
枠
の
中
で
予
算
付

け
を
行
い
、
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
事

業
枠
の
中
で
予
算
付
け
を
行
い
ま
す
。
重
点
施

策
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
幹
部
ク

ラ
ス
の
組
織
に
お
い
て
、
新
規
事
業
評
価
と
施

策
評
価
の
評
価
結
果
に
よ
り
、
予
算
を
重
点
的

に
配
分
す
る
施
策
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
決

定
し
ま
す
。
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
系
統
施
策
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別
単
位
ま
た
は
施
策
単
位
で
枠
予
算
を
配
分

し
、
継
続
事
業
評
価
及
び
施
策
評
価
の
評
価
結

果
を
も
と
に
、
系
統
施
策
別
単
位
ま
た
は
施
策

単
位
で
設
置
さ
れ
た
組
織
で
枠
予
算
の
範
囲
内

で
事
業
を
取
捨
選
択
し
て
い
き
ま
す
。

行
政
評
価
の
総
合
計
画
へ
の
反
映
に
つ
い
て

は
、
前
提
と
し
て
、
総
合
計
画
の
施
策
の
下
に

予
算
事
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
施
策
ご
と
の
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
総
合
計
画
の
策
定
作
業
が
大
詰
め
を
迎

え
て
お
り
、
施
策
に
対
応
す
る
主
要
事
業
の
拾

い
出
し
や
成
果
指
標
及
び
そ
の
目
標
値
の
設
定

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年
の
進

行
管
理
に
よ
り
総
合
計
画
の
目
標
の
達
成
状
況

を
勘
案
し
て
、
重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
施

策
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
達
成
状
況
に
つ
い

て
は
、
統
計
や
市
民
満
足
度
調
査
を
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
事
務
事
業
評
価
を
導

入
し
て
一
定
期
間
を
経
た
自
治
体
が
施
策
評
価

に
取
り
組
む
動
き
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、

施
策
評
価
に
つ
い
て
も
平
成
19
年
度
に
あ
わ
せ

て
導
入
し
ま
す
。
施
策
評
価
と
は
、
①
施
策
間

の
優
先
付
け
、
②
施
策
内
で
の
事
業
の
優
先
付

け
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
①
で
は

総
合
計
画
の
目
標
に
よ
る
進
捗
管
理
や
他
都
市

と
の
比
較
、
②
で
は
施
策
内
の
事
業
の
相
対
評

価
を
行
い
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
①

に
つ
い
て
は
、
重
点
施
策
の
選
び
出
し
に
、
②

に
つ
い
て
は
事
業
の
取
捨
選
択
に
活
用
し
ま

す
。現

在
、
行
政
評
価
に
つ
い
て
の
大
ま
か
な
理

解
は
得
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
評
価
に
関
わ
る
職

員
の
評
価
技
術
の
習
得
や
、
評
価
シ
ス
テ
ム
の

詳
細
な
部
分
に
つ
い
て
の
詰
め
は
こ
れ
か
ら
と

い
っ
た
段
階
で
す
。
今
後
は
、
平
成
19
年
度
の

導
入
結
果
を
踏
ま
え
た
改
善
を
行
い
、
平
成
20

年
度
に
は
次
の
段
階
で
あ
る
外
部
評
価
の
導
入

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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各事業の優先付 

重点施策の選定 

事業自体の評価 

計画目標の進行管理 
施　策　評　価 

政　策 

施　策 

事　務　事　業 

新規プロジェクト評価 

継続事業評価 

行　政　評　価 

総　合　計　画 

予　算　事　業 

一
般
財
源
留
保 

縮
小
し
て
枠
配
分 

重点施策 
新規プロジェクト枠 

継続事業枠 

総合計画の施策の下に予算事業を位置づけ 

図１　山梨市行政評価導入スケジュール

図２　山梨市行政評価システム構築図
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行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の 

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト 

末
木
　
鋼
治 

山
梨
県
新
行
政
シ
ス
テ
ム
課 

特集 
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト

導
入
の
経
緯
等

1

本
県
に
お
け
る
行
政
評
価
は
、
公
共
事
業
に

つ
い
て
再
評
価
の
試
行
を
始
め
た
平
成
10
年
を

一
応
の
起
点
と
し
て
い
ま
す
が
、
県
庁
最
大
の

汚
点
で
あ
る
公
費
不
適
正
支
出
か
ら
脱
却
し
て

新
た
な
県
庁
と
し
て
再
出
発
す
る
た
め
、「
政

策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
導
入
し
、
職
員
の
意
識

改
革
と
、
県
民
に
信
頼
さ
れ
る
公
正
で
透
明
な

行
政
運
営
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
か
ら
が
本
格
的

な
ス
タ
ー
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
11
年
度
か
ら
２
年
間
試
行
し
、
平
成
13

年
度
か
ら
事
業
評
価
を
本
格
実
施
す
る
段
階
で

は
、「
成
果
重
視
」、「
行
政
資
源
の
効
率
的
な
配

分
」、「
県
民
に
対
す
る
説
明
責
任
」
と
い
っ
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
の
性
格
付
け
が
な

さ
れ
、
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ（
ニ
ュ

ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）の
理
念
に

沿
っ
て
県
行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
務
事
業
レ
ベ
ル
の
評
価
は
、
施

策
内
に
お
け
る
他
の
事
務
事
業
と
の
関
連
を
念

頭
に
置
か
な
い
、
言
わ
ば「
絶
対
評
価
」で
あ
り
、

事
業
の
取
捨
選
択
や
見
直
し
を
積
極
的
に
進

め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
す
る
た

め
に
は
、
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
の
改
善
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
評
価
結
果
を
予
算
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
単
に
事
務
事
業
の

簡
素
・
効
率
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
真
に
成

果
を
重
視
し
た
財
政
運
営
を
進
め
る
た
め
に

も
、
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
次
の
段
階
に
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
事
業
間
の
優
先
順
位
付
け
や
効

果
的
・
効
率
的
な
事
業
構
成
の
評
価
を
目
的
と

し
た
「
施
策
評
価
」
を
、
平
成
15
・
16
年
度
の
２

年
間
試
行
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
本
格
実
施
に

移
し
ま
し
た
。

本
県
に
お
け
る
行
政
評
価
は
、
評
価
対
象
に

応
じ
て
評
価
の
仕
方
を
変
え
て
お
り
、
政
策
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
中
心
に
次
の
よ
う
な
組
み
立
て

と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

1)

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト

県
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
創
・
甲
斐
プ
ラ
ン

21
」
の
政
策
体
系
に
基
づ
き
、
施
策
評
価
及
び

事
業
評
価
を
実
施

(

2)

公
共
事
業
等
評
価
シ
ス
テ
ム

公
共
事
業
及
び
県
単
独
公
共
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
の
計
画
・
建
設
か
ら
維
持
管
理
ま
で

の
実
施
段
階
に
応
じ
て
、
事
前
評
価
、
再
評
価

及
び
事
後
評
価
を
実
施
　
　

(

3)

公
共
施
設
評
価

県
が
設
置
す
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
施
設

ご
と
に
運
営
目
標
を
明
確
に
し
た
上
で
数
値
目

標
を
設
定
し
、
達
成
度
を
評
価

(

4)

試
験
研
究
評
価

試
験
研
究
機
関
が
行
う
試
験
・
研
究
課
題
に

つ
い
て
、
事
前
評
価
、
中
間
評
価
及
び
事
後
評

価
（
必
要
に
応
じ
て
追
跡
評
価
）
を
実
施

県
に
お
け
る
行
政
評
価
の
取
組

2

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
理
念
と
目
的
3

行
政
評
価
は
、
英
語
で
、P

erform
an
ce

M
easurem

ent

と
言
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
行

政
の
活
動
に
よ
る
業
績
成
果
（P

erform
ance

）

を
数
値
で
測
定
し
、
評
価
（M

easu
rem
en
t

）

す
る
こ
と
」
が
行
政
評
価
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
県
に
お
い
て
も
、
行
政
活
動
の

「
定
性
的
」
な
評
価
は
多
く
な
さ
れ
て
き
た
も

の
の
、「
定
量
的
」
に
数
値
を
用
い
て
行
政
活
動

を
測
定
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
県
が
実
施
す
る
施

策
・
事
業
の
効
果
や
目
的
達
成
度
を
、
多
様
な

数
値
指
標
を
用
い
て
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と

に
よ
り
成
果
重
視
の
行
政
運
営
を
行
う
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
理
念
に
沿

っ
て
、
行
政
シ
ス
テ
ム
を
管
理（A

dm
inistration

）

か
ら
経
営
（M

anagem
ent

）に
変
革
さ
せ
る
た
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め
の
中
核
的
な
ツ
ー
ル
で
す
。

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
目
的
は
、
主
に
次
の

３
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

①
成
果
を
重
視
し
た
県
民
本
位
の
行
政
の
推
進

県
民
の
視
点
に
立
っ
て
施
策
・
事
業
の
成
果

等
を
検
証
し
、
事
業
の
積
極
的
な
見
直
し
や
再

構
築
を
進
め
、
成
果
を
重
視
し
た
行
政
運
営
へ

転
換
を
図
る
。
つ
ま
り
、
顧
客
志
向
、
成
果
指

向
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

②
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
の
効
果
的
・
効
率

的
な
活
用

社
会
経
済
情
勢
や
県
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏

ま
え
、
不
要
不
急
な
事
業
等
を
積
極
的
に
見
直

す
こ
と
に
よ
り
、
財
源
、
人
材
の
効
率
的
な
配

分
を
進
め
、
県
民
が
真
に
必
要
と
す
る
施
策
・

事
業
へ
の
重
点
化
を
図
る
。
つ
ま
り
、Plan

（
計

画
）
―D

o

（
実
施
）
―C

h
e
c
k

（
検
証
）
―

A
ction

（
改
善
）の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
に

基
づ
き
、
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

③
県
民
に
対
す
る
説
明
責
任
の
徹
底

施
策
・
事
業
の
目
的
や
目
標
、
成
果
を
明
ら

か
に
し
、
施
策
展
開
に
お
け
る
県
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
。
つ
ま
り
、
県
政
を
県
民
に
と

っ
て
よ
り
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
、
行
政
活

動
の
内
容
を
分
か
り
や
す
い
形
で
説
明
し
、
県

政
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
評
価
の
手
順
4

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
全
庁
的
な
総
合
性

や
客
観
性
、
信
頼
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

次
の
段
階
的
な
評
価
を
経
て
、
最
終
的
な
評
価

と
し
て
い
ま
す
。

（
1
）
第
一
次
評
価
（
各
部
局
に
お
け
る
評
価
）

自
己
点
検
に
よ
り
事
務
事
業
の
積
極
的
な
見

直
し
を
進
め
る
た
め
、
各
部
局
は
、
所
管
す
る

施
策
・
事
業
に
つ
い
て
第
一
次
評
価
を
行
う
。

（
2
）
第
二
次
評
価
（
全
庁
的
な
調
整
）

第
一
次
評
価
後
、
企
画
部
に
お
い
て
、
評
価

の
客
観
性
や
全
庁
的
な
総
合
調
整
の
観
点
か
ら

第
二
次
評
価
を
行
う
。

（
3
）
外
部
評
価

第
二
次
評
価
後
、
評
価
の
客
観
性
、
透
明
性

を
高
め
る
た
め
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す

る
外
部
評
価
機
関
に
よ
る
外
部
評
価
を
行
う
。

（
4
）政
策
会
議
に
よ
る
評
価

外
部
評
価
後
、
外
部
評
価
機
関
の
意
見
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
政
策
会
議
に
お
い
て
最
終
的

な
評
価
や
見
直
し
の
方
向
に
つ
い
て
決
定
す

る
。

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、「
創
・
甲
斐
プ
ラ
ン

21
」の
全
施
策
（
目
指
す
べ
き
県
土
像
―
政
策
分

野
―
政
策
―
施
策
―
単
位
施
策
―
事
務
事
業
と

連
な
る
政
策
体
系
の
、
単
位
施
策
レ
ベ
ル
で
の

全
施
策
を
い
う
。）
を
概
ね
二
分
割
し
、
そ
れ
ぞ

れ
１
年
置
き
に
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。評

価
の
対
象
は
、
当
該
年
度
の
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
た
施
策
・
事
業
の
う
ち
、
他
の
評
価

方
法
で
評
価
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
公
共
事

業
、
準
公
共
事
業
（
県
単
独
公
共
事

業
）
及
び
研
究
事
業
を
除
き
、
更
に

次
の
事
業
や
経
費
を
除
い
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。（「
政
策
ア
セ
ス

メ
ン
ト
対
象
事
業
イ
メ
ー
ジ
図
」

を
参
照
）

・
警
察
本
部
、
県
議
会
事
務
局
、
公

営
企
業
に
関
す
る
予
算

・
そ
の
他
の
投
資
的
経
費
の
う
ち
、

施
設
、
庁
舎
等
の
整
備
事
業
や

こ
れ
に
類
す
る
事
業

・
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
、
交

付
金
な
ど
の
義
務
的
経
費

・
積
立
金
、
繰
出
金

・
経
常
経
費

・
国
庫
委
託
事
業
、
受
託
事
業

・
施
設
、
庁
舎
等
の
維
持
管
理
経
費

・
臨
時
的
事
業

ま
た
、
事
業
評
価
（
施
策
を
構
成
す
る
各
事

業
の
評
価
）は
、
原
則
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
孫
事

業
単
位
（
一
つ
の
成
果
を
生
む
最
小
単
位
の
事

業
）で
行
う
こ
と
と
し
、
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

必
ず
一
事
業
と
し
て
事
業
評
価
の
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
政
策
的
意
味
合
い
が
薄
い
負
担
金
に

つ
い
て
は
事
業
評
価
を
省
略
し
て
お
り
、
当
該

年
度
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
も
事
業
評
価
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
評
価
の
対
象
5ただし、次に掲げるものは政策アセスメントの対象から除く。      

 ・警察本部、県議会事務局、公営企業に関する予算                
 ・国庫委託事業、受託事業                
 ・試験研究機関で行う研究事業　→　試験研究評価                
 ・その他の投資的経費のうち、施設、庁舎等の整備やこれに類する事業 
 ・施設、庁舎等の維持管理経費                
 ・臨時的事業                
                 
※法律、条例で支給が規定されているもの                

公
共
事
業 

公
共
事
業
等
評
価
シ
ス
テ
ム 

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト  

（
継
続
的
な
投
資
的
補
助
金
等
） 

ア
セ
ス
対
象
外 

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト  

（
積
立
金
・
繰
出
金
を
除
く
） 

ア
セ
ス
対
象
外 

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト 

準
公
共
事
業 

そ
の
他 

人
件
費 

扶
助
費
※ 

公
債
費 

繰
出
金  

交
付
金
・
貸
付
金  

負
担
金
・
補
助
金 

扶
助
費
的
補
助
金 

貸
付
金
・
繰
出
金  

積
立
金
・
出
資
金 

経
常
経
費 

一
般
行
政
事
業 

施
策
的
事
業 

投資的経費 義務的経費 その他行政経費義務的経費に 
準ずる経費

政策アセスメント対象事業イメージ図
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評
価
調
書
は
、「
施
策
評
価
調
書
」、「
施
策
体

系
表
」、「
施
策
手
段
シ
ー
ト
」、「
事
業
評
価
調

書
」
の
４
様
式
で
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価

調
書
の
関
連
は
、「
評
価
調
書
関
連
イ
メ
ー
ジ

図
」の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
評
価
は
、
概
ね
「
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト

評
価
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
沿
っ
て
進
め
て
お
り
、

５
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
に
第
一
次
評

価
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
末
ま
で
に
第
二
次
評

価
、
10
月
中
旬
に
外
部
評
価
を
行
い
、
10
月
末

の
政
策
会
議
に
お
い
て
評
価
や
見
直
し
の
方
向

を
決
定
（
評
価
の
状
況
に
よ
り
、
政
策
会
議
へ

の
付
議
に
代
え
て
行
財
政
改
革
推
進
本
部
に
報

告
）し
て
い
ま
す
。

各
部
局
は
、
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
、
次
年

度
当
初
予
算
見
積
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
評
価
は
、
予
算
編
成
を
通
じ
て
確
定

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
評
価
の
確
定
後
、
評
価
調
書
一
式

を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
、
公
表
し
て

い
ま
す
。

評
価
調
書
、
評
価
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
6

評価調書関連イメージ図 

施策体系表（様式２） 

施策評価調書（様式１） 施策手段シート（様式３）   事業評価調書（様式４） 

・施策の目的並びに施策を構成する事業及び
その目的等を体系的に表すため、施策を構成
する事業について、対象と意図及び活動指標
（アウトプット）のマトリックスで表示 

・施策目的を成果指標に
　より明確化 

・施策目標を達成するた
　めの事業群を表示 

・各事業を評価 

施策目的を念
頭に置き、 

事業評価結果
を勘案し、 ・成果指標の推移から施

　策の推進状況を把握 

・施策を取り巻く状況等
　を整理 

【施策全体の評価】 

【評価の視点】 

事業の優先度を評価 

優先度の低い事業の見直し 

施策の成果は上がっているか 
施策の目的は適当か 
目標を達成するための手段 
（事業）は適切か 

必要性・妥当性・活動量 
意図した成果・公平性・効率性 
 
 
評価の低い事業の見直し 

＊　施策評価調書（様式１）、施策体系表（様式２）、施策手段シート（様式３）は、 
　  施策を主管する課で作成 
＊　事業評価調書（様式４）は、事業を担当する課で作成 
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平
成
17
年
２
月
、
山
梨
県
政
策
ア
セ
ス
メ
ン

ト
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
施
策
評
価
及
び

外
部
評
価
の
導
入
に
関
す
る
報
告
」を
受
け
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
、
施
策
評
価
と
外
部
評
価
を

本
格
実
施
し
ま
し
た
。

(

1)

施
策
評
価

よ
り
総
合
的
な
視
点
か
ら
事
業
を
適
正
に
評

価
す
る
に
は
、
施
策
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ

の
手
段
で
あ
る
全
て
の
事
業
を
俯
瞰
し
た
上

で
、
当
該
事
業
が
施
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の
有
効
な
手
段
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う

観
点
か
ら
評
価
す
る
「
相
対
評
価
」
の
視
点
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
施
策
評
価
を
導
入
し
ま

し
た
。

施
策
評
価
の
優
先
度
評
価
（
相
対
評
価
）
に

お
い
て
、
見
直
し
の
俎
上
に
載
せ
る
事
業
数
の

割
合
を
、
当
初
の
20
％
か
ら
、
今
年
度
は
25
％

に
引
き
上
げ
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
1
0
6
施
策
7
5
9
事
業

を
評
価
し
、
2
3
1
事
業
で
何
ら
か
の
見
直
し

を
行
っ
た
結
果
、
改
善
率
は
3
0
・
４
％
、
改
善

額
は
18
億
３
千
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（「
平
成
17
年
度
政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
」

を
参
照
）

(

2)

外
部
評
価

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
第
一
義
的
に
は
事

業
を
実
施
し
て
い
る
担
当
者
（
事
業
担
当
課
）が

県
民
の
視
点
に
立
っ
て
事
業
を
見
直
す
機
会
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
内
部
評
価
を
基
本
と
す
る

も
の
で
す
が
、
評
価
の
客
観
性
と
透
明
性
を
確

保
す
る
仕
組
み
と
し
て
外
部
評
価
を
導
入
し
ま

し
た
。

政
策
ア
セ
ス
メ
ン
ト
委
員
会
を
外
部
評
価
機

関
に
位
置
付
け
、
評
価
委
員
は
、
評
価
対
象
分

野
に
利
害
関
係
を
直
接
有
し
な
い
第
三
者
を
中

心
に
選
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
部
評
価
は
、
１
班
３
人
に
よ
る
２

班
編
制
で
、
１
施
策
当
た
り
１
時
間
程
度
か
け

て
評
価
を
行
い
、
そ
の
後
全
体
会
に
お
い
て
意

見
集
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
12
施
策
に
お
い
て
外
部
評

価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

施
策
評
価
と
外
部
評
価

7

政策アセスメント評価スケジュ－ル 

政策会議等 

財　政　課 

第２次評価 
（新行政ｼｽﾃﾑ課） 

外部評価機関 
（政策アセスメント委員会） 

施策主管課 

事業担当課 

第
１
次
評
価 

説明会 
実施 

支援・助言 ヒアリング 第２次 
評価 

企画部 
長調整 

政策 
会議 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

予算編成 

確定 

公表 

公開 

評
価
の
検
証 

評価結果を 
踏まえ予算 
見積書作成 

施策を 
主管す 
る部長 
による 
評価 

施策評価調書等の作成・修正 

外部評価対象施策の  
選定 

対象施策 
の通知 

外部評価 
の実施 

事業評価調書の作成・修正 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月　～　2月 

｝ 

対象事業数 構成比 改善額 一般財源
廃　止 87 11.5％ 867,095 508,240

一部廃止 10 1.3％ 22,932 20,009

終期設定 8 1.0％ － －

他事業と統合 27 3.6％ 29,771 17,634

縮　小 26 3.4％ 910,799 405,365

実施方法等の変更 67 8.8％ － －

拡　大 0 0.0％ 0 0

現行どおり 528 69.6％ － －

改善額（減額分） 1,833,372 953,944

改善額（増額分） 0 0

改善額（差引） 1,833,372 953,944

合　　　計 759 100.0％

改　善　率 30.4％

休　止 6 0.8％ 2,775 2,696

平成１７年度政策アセスメントの結果

※ 改善率＝（対象事業数－現行どおり）／対象事業数

（単位：千円）



新たな発展を目指す 
新市「甲州市」誕生によせて 
～合併協議をふり返って～ 

合併コーナ ー
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市
町
村
合
併
は
、
法
人
の
統
合
、
廃
置

分
合
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
が
法
人
格
を
失
う
も
の
で
す
。
市

町
村
長
と
議
会
議
員
は
、
任
期
が
あ
り
な

が
ら
合
併
の
期
日
に
は
全
員
失
職
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
審
判
を
受
け

て
当
選
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
併
に

よ
っ
て
そ
の
身
分
を
失
う
こ
と
は
、
大
変

な
英
断
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で

す
。一

番
つ
ら
い
思
い
を
し
な
が
ら
も
き
っ

ぱ
り
と
こ
と
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
大
一
を
下
す
」。
そ
の
当
事
者
で
あ
る
の

が
、
市
町
村
長
と
議
会
議
員
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
議
論
は
あ
り
ま
し
た
が
、

合
併
し
た
3
市
町
村
長
と
当
時
の
46
人
の

議
会
議
員
は
一
枚
岩
と
な
っ
て
様
々
な
場

面
で
決
断
を
下
し
て
く
れ
ま
し
た
。
改
め

て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
地
方
分
権
推
進
の
た
め
の
行

政
運
営
を
考
え
た
と
き
、
住
民
に
最
も
身

近
な
自
治
体
と
し
て
自
治
能
力
の
向
上
や

行
財
政
改
革
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
っ
た
こ
と
を
肌
で
感
じ
、
そ
の
必
要

性
を
理
解
し
て
い
た
の
も
市
町
村
長
で
あ

り
、
議
会
議
員
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

3
市
町
村
の
臨
時
会
で
合
併
協
議
会
規

約
の
変
更
が
議
決
さ
れ
、
合
併
の
期
日
が

平
成
17
年
11
月
1
日
で
し
た
の
で
、
甲
州

市
が
合
併
に
要
し
た
期
間
は
、
約
1
年
間

と
い
う
極
め
て
短
い
期
間
で
し
た
。

新
設
（
対
等
）
合
併
の
場
合
は
、
通
常

2
年
6
ヶ
月
か
ら
3
年
を
要
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
職
員
は
、
短
い
期
間
で
膨
大

な
事
務
に
追
わ
れ
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
合
併
協
議
会
へ
の
発
令
通
知
を

受
け
る
前
は
、
塩
山
市
の
企
画
財
政
課
長

で
、
合
併
の
事
務
も
担
当
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
合
併
協
議
の
進
め
方
は
あ
る
程
度

わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
の
難

し
さ
も
見
て
き
ま
し
た
の
で
、
内
示
が
さ

れ
た
時
点
か
ら
自
分
に
こ
の
大
役
が
務
ま

る
の
か
、
そ
の
能
力
が
あ
る
の
か
自
問
自

答
の
毎
日
で
し
た
。
さ
ら
に
、
県
の
職
員

や
他
の
自
治
体
の
職
員
を
自
分
の
部
下
と

し
て
仕
事
を
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、

正
直
な
と
こ
ろ
不
安
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
物
事
と
い
う
の
は
考
え
方
次

第
で
す
。
行
政
職
員
と
し
て
半
世
紀
に
一

度
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
市
町
村
合

併
と
い
う
難
事
業
に
携
わ
れ
る
こ
と
は
幸

運
で
あ
る
と
思
い
、
自
信
が
あ
っ
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
職
員
と
と
も
に
、
全

力
投
球
で
頑
張
っ
て
や
ろ
う
と
心
に
誓
い

ま
し
た
。

合
併
協
議
会
の
職
員
体
制
は
、
県
か
ら

の
派
遣
職
員
2
人
（
年
度
途
中
で
1
名

減
）、
塩
山
市
、
勝
沼
町
、
大
和
村
の
職

員
と
臨
時
職
員
、
総
勢
13
人
の
事
務
局
体

制
で
し
た
。

職
員
に
は
、
口
で
は
言
い
表
す
こ
と
が

で
き
な
い
ほ
ど
苦
労
を
か
け
ま
し
た
が
、

市
町
村
長
、
議
会
議
員
へ
の
思
い

協
議
会
の
職
員
と
と
も
に
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職
員
か
ら
「
辛
い
、
豪え

ら

い
。」
と
い
っ
た

愚
痴
を
一
度
も
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

ま
で
仕
事
、
仕
事
の
毎
日
で
し
た
が
、

「
す
ぐ
や
る
・
必
ず
や
る
・
で
き
る
ま
で

や
る
。」
を
信
念
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
は
、
い
つ
も
心
の

中
で
、「
み
ん
な
あ
り
が
と
う
。
苦
労
を

か
け
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

れ
ば
必
ず
で
き
る
。」
と
思
い
業
務
に
当

た
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
日
の
朝
礼
で
は
、
そ
の
日
の
日
程
や

課
題
の
調
整
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
は
、
全
体
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
か
ら
の
事
務

の
進
捗
状
況
の
報
告
を
受
け
、
①
早
期
に

方
向
性
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
、
②
協
議
が
進
ん
で
い
な
い
も
の
、
③

課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
④
今
何
を
す

べ
き
か
、
な
ど
の
問
題
を
整
理
し
、
そ
の

解
決
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。
課
題
や
問
題
が
起
き
た
時
は
、「
マ

イ
ナ
ス
思
考
で
な
く
プ
ラ
ス
思
考
で
行
こ

う
。」
と
も
伝
え
ま
し
た
。

今
こ
の
文
章
を
書
き
な
が
ら
そ
の
時
そ

の
時
の
思
い
出
が
頭
の
中
を
走
馬
灯
の
よ

う
に
思
い
め
ぐ
っ
て
お
り
ま
す
。
職
員
に

は
、
大
変
な
苦
労
を
か
け
ま
し
た
が
、
今

は
い
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
、
私
た
ち
合
併
協
議
会
の
職
員
は
、

協
議
会
の
会
長
の
指
揮
下
で
合
併
協
議
と

い
う
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
3
市
町
村
の
４
３
０
人
余
の

職
員
は
、
日
常
の
事
務
に
追
わ
れ
な
が
ら

合
併
協
議
の
業
務
も
併
任
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
続
き
、
そ
の
苦

労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。私

達
も
や
る
と
い
う
参
加
意
識
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
短
期
間
で
事
務
の
調
整
を

済
ま
す
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま

す
。合

併
協
議
も
一
段
落
し
た
平
成
17
年
9

月
26
日
と
27
日
の
両
日
、
田
辺
会
長
に
も

出
席
を
願
い
、
3
市
町
村
の
職
員
を
対
象

に
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
職

員
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

甲
州
市
は
、
平
成
17
年
11
月
1
日
に
誕

生
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
1
歳
を
迎
え
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
様
に
合
併
の

真
価
を
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

市
町
村
合
併
に
よ
り
職
員
の
人
事
交
流

は
始
ま
り
ま
し
た
が
、
市
職
員
と
し
て
共

通
し
た
心
構
え
や
認
識
を
持
つ
こ
と
が
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
を
図
る
上
で
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
併
後

す
ぐ
に
市
長
の
発
案
で
、
毎
週
火
曜
日
午

前
8
時
か
ら
部
局
長
会
議
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

部
局
長
会
議
で
は
、
市
の
重
要
な
政
策

に
関
す
る
こ

と
や
部
局
の

課
題
・
懸
案

事
項
に
関
す

る
こ
と
な
ど

を
付
議
事
項

と
し
、
協
議

若
し
く
は
決

定
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
こ

の
会
議
で
、

次
の
内
容
を

市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、
全

職
員
に
伝
達

し
ま
し
た
。

（1）
甲
州
市
の

職
員
と
し
て

の
自
覚
に
つ

い
て①

常
に
企

画
立
案
力
を
持
ち
、
前
例
に
囚
わ
れ

ず
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
を
持
っ
て
対

応
す
る
こ
と
。

②
勤
務
時
間
外
で
も
責
任
あ
る
行
動
に

心
が
け
地
域
の
奉
仕
活
動
に
は
、
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
。

（2）
市
民
や
来
庁
者
に
対
し
て

①
来
庁
者
に
は
、
率
先
し
て
挨
拶
・
案

25

合
併
協
議
へ
の
職
員
の
参
画

新
市
職
員
と
し
て
の

意
思
の
疎
通
と
自
覚
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内
を
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
自
席
で
指

示
を
し
な
い
こ
と
。

②
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
心
構
え
を
忘

れ
ず
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
心
が
け
る
こ

と
。

③
職
員
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
従
事
者
で
あ

り
、
笑
顔
で
民
間
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
。

（3）
経
費
の
削
減
・
時
間
の
節
約
に
つ
い
て

①
節
電
・
節
水
、
徹
底
し
た
ご
み
の
分
別

を
実
施
し
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
る

こ
と
。

②
民
間
の
目
線
で
も
の
を
考
え
、
常
に
経

費
の
節
約
に
努
め
無
駄
の
な
い
執
行
を

行
う
こ
と
。

③
時
間
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
会
議
の

時
間
は
厳
守
し
、
短
時
間
で
済
ま
せ
る

こ
と
。

現
在
そ
の
成
果
は
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
出
て
き
て
、
市
民
の
皆
様
か
ら
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
最
も
効
率
的
な
行
政
改

革
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
合
併

し
た
自
治
体
が
必
ず
良
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
決
ま
っ
た
訳
で
な
く
、
そ
の
足
が
か
り
を

作
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。市
町
村
合
併
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
夢
や
希

望
も
あ
り
ま
す
。

当
市
は
、
中
央
自
動
車
道
「
勝
沼
Ｉ
Ｃ
」

を
南
の
玄
関
口
と
し
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
3
つ

の
駅
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然

や
歴
史
的
な
文
化
財
、
名
刹
な
ど
貴
重
な
歴

史
遺
産
が
点
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
果

樹
生
産
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
高
品
質
の

果
樹
の
生
産
地
帯
で
す
。
ま
た
、
山
梨
県
は

全
国
の
ワ
イ
ン
生
産
の
3
分
の
1
を
占
め
、

日
本
一
の
ワ
イ
ン
王
国
で
す
。
そ
の
中
で
も

甲
州
市
は
、ワ
イ
ン
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、

平
成
16
年
度
の
国
産
ワ
イ
ン
の
出
荷
量
で

は
、
日
本
一
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

東
京
圏
に
近
い
と
い
う
利
便
性
を
活
か

し
、
甲
州
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
「
豊
か

な
自
然

歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
果
樹
園

交
流
都
市
」
を
機
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
、
ど
こ
の
自
治
体
に
も
、
従
来
の
行
政

運
営
か
ら
行
政
経
営
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
断
行

と
市
民
参
画
が
必
要
で
す
。
行
財
政
改
革
と

は
、
全
国
の
自
治
体
が
一
斉
に
取
り
組
ん
で

い
る
平
成
22
年
ま
で
の「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
策
定
と
公
表
で
あ
り
、
市
民
参
画
と
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
だ
け
が
担
う
と
い
う

考
え
方
か
ら
脱
皮
し
、
協
働
と
い
う
考
え
方

に
た
っ
た
取
り
組
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

私
た
ち
は
、
先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
、
今
日
ま
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

甲
州
市
を
ど
う
創
り
上
げ
て
い
く
か
は
、
こ

れ
か
ら
の
私
達
の
努
力
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。市

長
は
、
常
日
頃
か
ら
、
今
ま
で
の
先
例

に
囚
わ
れ
ず
新
し
い
感
覚
に
立
っ
て
行
政
施

策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。
先
例
を
破
り
、
新
し
い
感
覚
で
工
夫
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
道
が
開
け
発
展
が

あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
工
夫
は
、
無
か
ら

有
を
生
み
出
し
ま
す
。
わ
ず
か
な
工
夫
の
積

み
重
ね
が
い
つ
か
大
き
な
発
展
の
足
が
か
り

と
な
り
、
甲
州
市
発
展
の
礎
と
な
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
を
進
め
る
際
よ
く
話
題
に
な
る

の
が
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
（
利
益
）
デ
メ
リ

ッ
ト
（
不
利
益
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
視
察

研
修
を
受
け
入
れ
し
た
際
に
も
必
ず
聞
か
れ

ま
し
た
。

そ
も
そ
も
市
町
村
合
併
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
証
明
し
た
自
治
体
は
な
く
、
合
併
す
る
前

に
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
、
損
得
と
い
う

抽
象
的
な
議
論
で
な
く
、
合
併
後
住
民
参
画

で
ど
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
か

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
び
に

自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
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三
位
一
体
改
革
、
地
方
分
権
が
叫
ば
れ
、
市

町
村
合
併
が
進
展
。
道
州
制
の
論
議
も
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
地
方
自
治
体
の
変
革
に

併
せ
て
、「
官
」
か
ら
「
民
」
へ
、「
中
央
」
か

ら
「
地
方
」
へ
―
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
良
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

地
方
自
治
の
現
場
で
日
々
業
務
に
励
む
人
に

と
っ
て
は
、
も
う
耳
慣
れ
た
言
葉
の
数
々
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
変
革
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
か
。
難
解
な
理
論
は
不

得
手
ゆ
え
、
い
く
つ
か
の
勤
務
地
で
の
体
験
か

ら
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。異

動
の
た
び
、
土
地
や
人
に
慣
れ
る
に
は
、

市
町
村
に
足
を
運
ぶ
の
が
一
番
と
、
で
き
る
限

り
市
町
村
長
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く
よ
う
に
し
て

い
る
。

ま
ず
は
訪
問
の
際
に
、
感
じ
た
こ
と
か
ら
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
入
口
を
入
る
な
り
、
声
を

掛
け
て
く
れ
る
市
役
所
が
あ
る
。
た
ま
た
ま
か

と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
訪
問
で
も
、
こ

こ
の
受
付
は
、
男
女
を
問
わ
ず
声
を
掛
け
て
く

れ
る
。
一
方
、
窓
口
で
用
向
き
を
伝
え
て
も
怪

訝
そ
う
な
面
持
ち
で
取
り
次
ぐ
役
場
。
こ
ち
ら

の
風
体
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

行
政
規
模
や
そ
こ
で
の
職
位
に
関
係
な
く
対
応

は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

電
話
対
応
も
同
様
。
○
○
市
役
所
に
電
話
す

る
と
、「
市
役
所
で
す
」
の
応
答
が
。
思
わ
ず

「
○
○
市
役
所
で
す
ね
」
と
確
認
す
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
、
官
庁
、
企
業
を
問
わ
ず
あ
り

が
ち
だ
が
、
庁
舎
や
ビ
ル
よ
り
も
、
そ
こ
で
接

し
て
く
れ
る
職
員
の
対
応
の
方
が
印
象
に
残
っ

て
し
ま
う
。

玄
関
口
で
の
話
題
で
も
う
少
し
。
受
付
で
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
が
ス
ッ
と
出
て
く
る
市
役
所
。
し

か
も
、
お
勧
め
の
ス
ポ
ッ
ト
を
道
順
ま
で
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

す
れ
ば
、
簡
単
に
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
入
手
で
き

る
時
代
と
は
い
え
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
、
を

感
じ
な
が
ら
の
説
明
は
一
層
う
れ
し
い
も
の

だ
。
最
近
で
は
珍
し
く
な
っ
た
靴
を
脱
い
で
ス

リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
る
役
場
。
た
と
え
庁
舎
が

古
く
て
も
、
足
元
が
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
気
持
ち
良
い
。

各
地
で
観
光
立
県
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
舞
台
は
市
町
村
。
ま
ず
は
、
応
対
の
と
こ
ろ

の
見
直
し
が
コ
ス
ト
ゼ
ロ
の
改
善
点
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

と
は
言
う
も
の
の
、
市
町
村
行
政
の
基
本
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
。
最
近
よ
く
言
わ
れ
る
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
い
え
る
自
治
体
に
」。
誰
も

が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
誇
ら
し
げ
に
語
り
た

く
な
る
だ
け
に
、
こ
の
言
葉
に
異
論
は
な
い
。

住
民
満
足
度
を
い
か
に
高
め
る
か
だ
が
、
行
政

と
住
民
と
の
距
離
感
に
も
よ
る
の
で
は
。

財
政
面
で
の
制
約
か
ら
、
で
き
る
こ
と
、
で

き
な
い
こ
と
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。
住
民
理
解
に
は
、
自
治
体
ト
ッ
プ
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
負
う
と
こ
ろ
大
だ
が
、
住
民
に

と
っ
て
は
、
そ
こ
の
職
員
こ
そ
が
行
政
そ
の
も

の
。
市
町
村
長
や
議
員
さ
ん
、
月
に
一
度
の
広

報
紙
よ
り
身
近
な
存
在
か
も
し
れ
な
い
。
都
市

圏
の
自
治
体
と
異
な
り
、
互
い
に
顔
が
見
え
る

市
町
村
で
は
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
さ
な
い

手
は
な
い
と
思
う
。

地
域
の
活
性
化
で
は
、
行
政
依
存
か
ら
の
脱

却
を
、
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
官
と
民
の
境
界

線
も
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
活
性
化
の
成
功
例

に
は
、
市
町
村
職
員
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
も

確
か
だ
。

公
務
員
に
対
す
る
世
間
の
目
は
厳
し
い
。
た

だ
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
接
し
た
公
務
員
の
人
た

ち
を
思
い
起
こ
す
と
、
国
、
地
方
を
問
わ
ず
、

ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。

共
通
点
は
、
事
業
の
意
義
を
熱
心
に
説
き
、
職

務
に
関
す
る
情
報
も
豊
か
な
と
こ
ろ
か
。

首
都
圏
に
隣
接
。
環
境
に
も
恵
ま
れ
た
山
梨

県
。
市
町
村
職
員
の
皆
さ
ん
が
率
先
し
て
好
感

度
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

住
民
の
人
た
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
隣
接
す

る
自
治
体
と
と
も
に
郷
土
自
慢
が
増
え
る
よ
う

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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山梨県福祉保健部障害福祉課に配属され、約1年半が経過しようとし
ています。
当初は、県の様々なシステムに慣れることと、民生福祉分野の仕事が

初めてということもあり、自分が知らないものへの戸惑いと、仕事が遂
行できるのかという不安を抱えながらの毎日でしたが、職場の皆さん
のおかげでなんとか今日までやってくることができました。
県庁でも忙しい課の一つといわれる障害福祉課で、1年目は在宅担当

として「特別児童扶養手当」を主に担当し、厚生労働省からの定期指導
監査を受けるなど、貴重な経験をさせていただきました。また、支援費
制度の実地指導では、逆に指導監査する県の立場として市町村や事業所
をめぐり、様々な職務の方々を通して、より多くの事業知識を得ること
ができました。
2年目は、施設担当として平成18年4月から施行された「障害者自立

支援法」についての業務に取り組んでいます。現在、平成18年10月か
ら始まる新体系の障害福祉サービスの準備を行っており、市町村や事業
者の方々と連携しながら、事業を進めているところです。
残り約半年の派遣交流ですが、私の今後の人生にとって、できるだけ

多くの方々と知り合いになることが貴重な財産になりますので、更に交
流を深めながら無事職務を全うしたいと思います。

県と市町村、また、市町村間において職員交流が盛んに行わ
れています。今回は、市町村から県へ派遣され活躍している
皆さんに登場していただき、近況を紹介していただきました。

障害福祉課

倉澤　公弘
（甲府市）

この４月から人事交流により富士河口湖町から畜産課に勤務するこ
ととなり、半年が過ぎようとしています。配置直後は、これまでとま
ったく違う環境の中での仕事に不安でしたが、周囲の方々からご指導
と力添えを頂きながら徐々に慣れてきました。
現在、畜産課の中で畜政担当として、肉用子牛・家畜市場・公共牧

場等の業務を行っていますが、業務の内容すべてが初めてであり、最
初は戸惑うことばかりでした。しかし、課の皆様の温かいご指導の中
で業務にも徐々に慣れ、残りの期間内には畜産関係の業務を習得して、
今後の富士河口湖町での職務に活かせるように努力していきたいと思
います。
最後に、お世話になっている課の皆様方及び貴重な機会を与えてく

ださった町の皆様方に感謝し、まだ始まったばかりではありますが、
残りの期間を頑張ってまいりたいと思います。

昨年4月より笛吹市から交流派遣職員として、循環型社会推進課に派
遣され、早くも2年間という期間の折り返し地点が過ぎました。配属当
初は、環境の違いやシステムの不慣れなど、日々緊張感に包まれ戸惑
う事もありましたが、周囲の方々のご指導をいただきながら、今では
自然と慣れることができました。
市では同じ環境分野に携わっていましたが、合併後のごみの分け

方・出し方の統一化に向けた業務が担当でした。現在の担当は一転し
て地球温暖化防止対策等の業務を行っております。近年地球温暖化は
世界規模で大きな問題になっています。県内の温暖化防止に取り組む
様々な団体や事業者の方々と多く接する中で、環境問題や地球温暖化
防止に対する高い意識が伺え、行政としても積極的に対策を講じてい
く必要性を感じます。
最後に、お世話になっている課の皆様に感謝するとともに、残りの

期間を大切にし、市に戻ったときにこの経験を活かせるよう努力して
いきたいと思います。

昨年4月より「桃、ぶどう日本一の郷」笛吹市から参りました堀内正博
です。
土木部都市計画課へ配属となり、早いもので1年4ヶ月が過ぎようと

しています。
当初は、環境の変化や経験のない都市計画の仕事内容に不安や戸惑

いがありましたが、課の皆様から温かいご指導を頂き、街路・市街地担
当（まちづくり交付金担当）として県内市町村のまちづくりのお手伝い
をさせて頂きながら、日々頑張っております。
国、県、市町村の多様なまちづくりに関する取り組み方法や、特色あ

る地域づくりの考えに触れることができ、私自身も充実した日々を送っ
ています。
来年3月までの残り7ヶ月と限られた交流期間ではありますが、この

貴重な機会をとおし、県職員の方々や他の市町村の方々との交流を深
め、一つでも多くのことを吸収し、今後の行政活動に生かせるよう頑張
りたいと思います。

畜産課

橘田　千秋
（富士河口湖町）

循環型社会推進課

中村　亮一
（笛吹市）

都市計画課

堀内　正博
（笛吹市）
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竜王・敷島・双葉の3町合併後まもなく交流派遣職員として、福祉保
健部長寿社会課に配属され早いもので、1年半が過ぎようとしています。
最初は歳のせいもあってか、環境の違いに適応するのが鈍く戸惑うこと
ばかりでしたが、幸いにも歳をとっている分、双葉町時代に職務上お世
話になった人たちが多く、また、職場の皆様のおかげで充実した毎日で
職務に就いています。
配属された職場は正直言ってあまり興味の湧かない（重要性はわかっ

ているのだが、個人的には好きになれない）福祉（介護保険）の仕事でし
たが、職場の上司をはじめ同僚たちの指導のおかげで、「介護保険」の必
要性等がわかったような気がします。
私自身両親が健在で、「介護保険」についても他人事のような感じで、

あまり気にとめていませんでしたが、この職務について現実を目の当た
りにしてみると、これからの高齢化社会の中で両親をはじめ、近い将来
私自身がその対象となる「介護保険」の重要性、必要性を再認識するよ
い機会となりました。
最後に、親切にしていただいた職場の上司をはじめとする同僚や、こ

のような貴重な機会に恵まれたことに感謝し、残りの時間を有意義に
活用し、地方公務員として地域住民のために寄与できるよう頑張ってい
きたいと思います。また、あとわずかな時間ですが、少しでも多くの
方々と知り合って実りのある人事交流にしたいと思いますので、これか
らもよろしくお願いします。

市町村職員研修制度により、この4月から山梨県総合県税事務所調査
収税課で滞納整理の研修を受けさせて頂いております。
大規模な税源移譲を背景として、租税徴収率の維持向上が重要な行政
課題となるなか、その最前線にある徴税吏員には、今まで以上に高度で
専門的な知識と経験が求められてきます。この制度は、こういった時代
の趨勢に対処すべく、県税事務所の皆様が長年にわたって蓄積されてき
たノウハウを広く県下市町村に共有し、相互の職員が交流することによ
り山梨県全体の徴税技術の向上を目的とするものです。
私は、北杜市でも税務課徴収担当を拝命しており、市税も県税も地方
税法や国税徴収法等共通の法規を拠所としているため、当初それほど戸
惑うことはないであろうと予想していました。しかし、実際には、両者
には実務レベルにおける仕事の進め方に多くの違いがあり、今まで自分
たちが行ってきた業務フローを見直すうえで大変参考になっています。
また、県内の市町村ではあまり実績がない種類の徴収手続きを実際に担
当させて頂く等、貴重な経験を積ませていただいております。
最後に、懇切丁寧に指導してくださる県税事務所の皆様と、貴重な機
会を与えてくださった北杜市の皆様に感謝申し上げ、私の近況報告とい
たします。

平成17年4月より北杜市から旧峡北地域振興局建設部（現中北建設事
務所峡北支所）へ派遣され、残すところ半年となりました。私は現在、
道路課の道路維持担当として、県管轄国道及び県道の維持補修、占用等
の許認可事務を担当しております。道路の維持作業を担当しているとい
うことで、住民の方との接点が多い仕事です。また、道路整備とは違い、
道路を管理するという自分にとって全く初めての仕事であったので、最
初は戸惑いの日々でしたが、上司や諸先輩方のあたたかいご指導を頂
き徐々に仕事にも環境にも慣れてきました。
道路維持担当として、道路修繕における迅速かつ柔軟な対応が必要と

なるため、勉強の毎日です。これからは、地域事情にあった道路行政に
対して、少しでもお手伝いができればと考えています。派遣期間も残り
半年となりましたが、残された期間の中、更なる知識と技術の向上を図
り、北杜市においても活かすことができるよう過ごしたいと思います。
最後に、道路行政について多くのことを教えて頂いた上司、同僚の皆

様には深く感謝しております。また、これからもご指導の程よろしくお
願いします。

長寿社会課

小林　和彦
（甲斐市）

総合県税事務所

小松　秀樹
（北杜市）

中北建設事務所 峡北支所

窪田　圭司
（北杜市）

平成17年4月、合併直後の山梨市から交流派遣職員として企画部県民
室県民生活課に配属され、早いもので2年目を迎えました。当初これま
でとは全く違う環境に戸惑いながら1年間が過ぎていきましたが、その
ような中、上司や諸先輩方にご指導をいただき、また職場の皆さんの温
かさに甘えさせていただきながら、楽しく仕事場に向かうことが出来
ました。
私は県民生活課ボランティア・NPOの担当です。主に特定非営利活動

促進法施行事務、NPO法人の設立認証等の事務処理や、他のNPO法に
関連する手続きを行います。特にNPO法人設立にあたっては、申請の
ため県民の方が直接お越しになることが多く、このような部分は市町村
での窓口業務と全く同じです。お客様からご相談をいただけば親身に
なって対応する、この考えでずっときましたが、1つ1つの説明に時間が
かかり過ぎて、業務の量に対応できなくなる場面もありました。いろい
ろとありますが、NPO法人を設立してがんばっている皆さんからエネル
ギーをいただき、また「NPO法人を設立できてよかった」と申請者の皆
さんが笑顔で言っていただけるよう、残り数ヶ月ではありますが頑張っ
ていきたいと思います。
最後に、ご指導いただいた県民生活課、関係各課の皆さん、このよう

な貴重な機会を与えてくださった山梨市の皆さんに感謝するとともに、
県で学んだこと、経験したことを少しでも多く山梨市で活かせるよう努
力していきたいと思います。

県民生活課

平野　宗則
（山梨市）
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電
子
申

請
受
付
共
同
シ
ス
テ
ム
の
利
用
件
数
と
し

て
は
年
間
約
5
万
2
千
件
と
利
用
率
は
ま

だ
低
い
も
の
の
、
電
子
証
明
書
や
Ｉ
Ｄ
／

Ｐ
Ｗ
に
よ
る
認
証
付
電
子
申
請
の
届
出
件

数
は
、
平
成
16
年
度
の
１
１
３
件
か
ら
平

成
17
年
度
の
５
１
０
件
と
大
き
く
伸
び
、

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
件
数
に
つ
い

て
も
平
成
16
年
度
の
2
万
件
か
ら
平
成
17

年
度
の
4
万
8
千
件
と
電
子
申
請
と
同
様

に
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、
新
た

な
手
続
き
や
施
設
を
追
加
す
る
こ
と
に
随

時
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
18
年
12
月
に

は
大
月
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
甲
斐
市
及

び
甲
州
市
に
お
け
る
計
8
施
設
を
追
加
予

定
と
し
、
更
な
る
利
用
率
向
上
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
1
月
に
は
、
前
述
し
た
「
e
―

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
戦
略
Ⅱ
」
等
の
後
継
と
な
る
「
Ｉ

Ｔ
新
改
革
戦
略
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
に
よ
り

基
盤
整
備
は
さ
れ
た
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
で

の
住
民
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る
満
足
度
に

お
い
て
は
成
果
が
挙
が
っ
て
な
い
と
捉
え
、

平
成
18
年
度
か
ら
の
5
年
間
は
利
用
者
で

あ
る
住
民
の
視
点
で
の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
に
重

点
を
置
い
た
政
策
を
実
施
し
、
平
成
22
年

度
に
は
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
改
革
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
特
に
電
子
行

政
に
つ
い
て
は
世
界
一
便
利
で
効
率
的
な

電
子
行
政
を
目
指
し
、
平
成
22
年
度
ま
で

に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
申

請
・
届
出
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
を

50
％
以
上
に
す
る
こ
と
、
全
市
町
村
に
お

い
て
、
公
的
個
人
認
証
に
対
応
し
た
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
大

き
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
目
標
に
対
し
て
各
地
方
自

治
体
に
お
い
て
申
請
・
届
出
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
率
の
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
の
参
考
と
な
る
「
電
子
自
治
体
オ
ン
ラ

イ
ン
利
用
促
進
指
針
」
が
国
か
ら
公
表
さ

れ
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効

率
化
の
効
果
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
手
続

き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
50
％
以
上
に
す

る
対
象
手
続
と
し
て
具
体
的
に
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
指
針
の
中
に
は
、
国
が
望

む
こ
と
と
し
て
、
電
子
自
治
体
の
担
い
手

で
あ
る
各
地
方
自
治
体
が
、
地
域
の
実
情

等
を
踏
ま
え
て
全
庁
的
に
取
り
組
む
推
進

体
制
、
目
標
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
対
策
内

容
を
包
括
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
促
進

計
画
」
等
を
作
成
し
た
上
で
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
各
地
方
自
治
体

が
積
極
的
に
主
体
性
を
持
っ
て
利
用
促
進

を
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

山
梨
県
で
は
、
県
と
県
内
全
市
町
村
と

こ
れ
ま
で
の
経
過

電
子
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

求
め
ら
れ
る
費
用
対
効
果
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が
共
同
で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運
用
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
が
単
独
で
事

業
を
実
施
し
た
場
合
に
比
べ
市
町
村
負
担

は
格
段
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
利
用
状
況
を
考
え
る
と
費
用
対
効
果
が

良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
山
梨

県
に
止
ま
ら
ず
全
国
的
な
課
題
で
あ
り
、

多
額
の
費
用
を
掛
け
て
構
築
・
運
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に

対
し
、
利
用
率
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
が

大
変
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
国

で
は
平
成
15
年
度
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て

い
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
電
子
申
請
の
利
用
率

が
一
向
に
伸
び
ず
、
今
後
も
大
幅
な
利
用

率
の
向
上
が
望
め
な
い
と
の
見
解
か
ら
平

成
18
年
度
を
も
っ
て
当
該
シ
ス
テ
ム
の
中

止
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

に
お
い
て
も
平
成
22
年
度
ま
で
に
オ
ン
ラ

イ
ン
利
用
率
50
％
以
上
が
困
難
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
度
の
予
算
措
置
を
含
め
た
上
で
当

該
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
の
検
討
を
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
パ
ス
ポ
ー
ト

の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
、
利
用

率
が
伸
び
な
い
手
続
き
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
中
止
等
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
も
、
各
地
方
自
治
体
は
電
子
行
政
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成

18
年
度
中
に
は
全
国
の
約
4
割
の
市
町
村

が
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定

で
、
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
高
知
県
以
外

の
46
都
道
府
県
で
既
に
運
用
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
促
進
策
と
し
て

電
子
申
請
に
よ
る
証
明
書
の
発
行
手
数
料

等
を
安
く
し
た
り
す
る
な
ど
の
利
用
率
の

向
上
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が
全

国
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら
構
築
・
運
用
を
実
施

し
て
き
た
山
梨
県
の
電
子
申
請
・
受
付
共

同
シ
ス
テ
ム
は
平
成
19
年
度
を
も
っ
て
契

約
が
満
了
す
る
た
め
、
現
在
は
平
成
20
年

度
以
降
の
新
た
な
電
子
申
請
・
受
付
共
同

シ
ス
テ
ム
へ
切
り
替
え
る
た
め
の
構
築
・

運
用
等
を
精
査
す
る
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
現
行
の
電
子
申
請
・
受
付
共

同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
者
の
視
点
か
ら
も
う

一
度
見
直
し
、
利
用
者
に
手
間
が
か
か
ら

ず
、
使
い
勝
手
が
良
く
な
る
よ
う
な
改
善

や
運
用
方
法
の
見
直
し
等
に
よ
る
費
用
削

減
策
を
次
期
電
子
申
請
・
受
付
共
同
シ
ス

テ
ム
に
反
映
し
費
用
対
効
果
の
向
上
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
電
子
申
請
・
受
付
共
同
シ
ス
テ

ム
と
い
う
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
今
、
現
在

電
子
申
請
が
可
能
な
手
続
き
に
お
い
て
オ

ン
ラ
イ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る
住
民

の
メ
リ
ッ
ト
の
拡
大
や
、
よ
り
住
民
が
求

め
る
手
続
き
を
厳
選
し
て
追
加
し
て
い
く

な
ど
の
利
用
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

各
自
治
体
に
お
い
て
も
、
住
民
に
広
く

認
知
さ
れ
る
広
報
・
普
及
活
動
に
よ
る
利

用
率
の
向
上
、
利
用
率
低
迷
の
一
因
と
考

え
ら
れ
る
認
証
手
続
が
不
要
な
簡
易
申
請

の
利
活
用
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
特

性
に
合
致
し
た
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
等
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
共
に
、
電
子
自

治
体
の
構
築
を
単
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
で
は
な
く
行
政
改
革
を
実
施
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
業
務
方
法

や
組
織
、
制
度
の
見
直
し
に
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
よ
り
大
き
な
電
子
自
治
体
の
効
果
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
後
も
県
内

各
自
治
体
と
協
力
し
て
本
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

31

今
後
の
取
り
組
み
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○
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
の
国

庫
補
助
負
担
金
改
革
の
結
果
を
受
け
、

所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
恒
久

措
置
と
し
て
、
概
ね
3
兆
円
の
本
格

的
な
税
源
移
譲
を
行
う
。

○
そ
の
際
、
個
々
の
納
税
者
の
税
負
担

が
極
力
変
わ
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
つ

つ
、
所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
の
役

割
分
担
の
明
確
化
を
図
る
。

以
上
を
、
基
本
的
考
え
方
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
度
税
制
改

正
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
言

で「
税
源
移
譲
に
係
る
制
度
改
正
」と
言
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
正
事
項
に
よ
り
、

適
用
開
始
時
期
は
平
成
19
年
か
ら
平
成
20

年
と
ズ
レ
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
、
適
用

時
期
の
時
系
列
に
沿
っ
て
整
理
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

○
平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら

現
年
退
職
分
離
課
税
に
係
る
税
率
改
正

平
成
19
年
1
月
1
日
以
後
支
払
わ
れ

る
退
職
所
得
か
ら
、
改
正
後
の
10
％
比

例
税
率
（
道
府
県
民
税
4
％
、
市
町
村

民
税
6
％
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

税
額
の
10
分
の
1
を
控
除
す
る
措
置

は
、
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
比
例
税

率
化
に
伴
い
、
税
額
計
算
が
容
易
に
な

る
こ
と
か
ら
、
退
職
所
得
に
か
か
る
特

別
徴
収
税
額
表
は
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
19
年
度
分
住
民
税
か
ら

（1）
税
率
改
正

個
人
住
民
税
所
得
割
を
、
従
前
の
累
進

税
率
か
ら
、
一
律
10
％
の
比
例
税
率
化
し
、

道
府
県
民
税
4
％
、
市
町
村
民
税
6
％
に

改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
後
の
税
率
は
、

平
成
19
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

（2）
人
的
控
除
額
の
差
に
基
づ
く
負
担
増

の
調
整
控
除

所
得
税
と
個
人
住
民
税
の
人
的
控
除

額
の
差
額
に
起
因
す
る
負
担
増
の
調
整

措
置
は
、
10
％
比
例
税
率
化
に
よ
り
生

じ
る
負
担
増
を
調
整
す
る
趣
旨
の
も
の

で
あ
る
た
め
、
税
率
改
正
と
同
様
、
平

成
19
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
額
を
所
得
割
額

か
ら
控
除
し
ま
す

①
個
人
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額
が
２

０
０
万
円
以
下
の
者

ア
、
イ
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
の
　

5
％

ア
　
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額
　

イ
　
個
人
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額

②
個
人
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額
が
２

０
０
万
円
を
超
え
る
者

ウ
か
ら
エ
を
控
除
し
た
金
額
の
5
％

（
２
５
０
０
円
未
満
の
場
合
は

２
５
０
０
円
）

ウ
　
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

エ
　
個
人
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額

か
ら
２
０
０
万
円
を
控
除
し
た

金
額

（3）
申
告
分
離
課
税
等
の
税
率
等
の
改
正

申
告
分
離
課
税
等
（
長
期
譲
渡
所
得
、

短
期
譲
渡
所
得
、
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
等
及
び
先
物
取
引
に
か
か
る
雑
所

得
等
、
配
当
控
除
の
控
除
率
等
）
の
税

率
等
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
割
合

を
4
：
6
と
す
る
改
正
は
、
総
合
課
税

の
税
率
改
正
に
あ
わ
せ
実
施
さ
れ
る
た

め
、
平
成
19
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か

ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

（4）
山
林
所
得
の
5
分
5
乗
及
び
平
均
課
税

の
廃
止

今
回
実
施
さ
れ
る
税
源
移
譲
は
、

平
成
18
年
度
税
制
改
正
に
お
け
る

税
源
移
譲
に
係
る
制
度
改
正
の
内
容
と

適
用
時
期
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Question&Answer

Q&A
自　　治

Q
A

お答えします！
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累
進
課
税
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ

る
山
林
所
得
の
5
分
5
乗
、
変
動
所
得

又
は
臨
時
所
得
が
あ
る
場
合
の
平
均
課

税
も
、
比
例
税
率
化
に
伴
い
、
平
成
18

年
度
の
個
人
住
民
税
を
も
っ
て
廃
止
さ

れ
、
平
成
19
年
度
分
以
降
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
平
成
19
年
度
か
ら

（1）
配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割
の

市
町
村
交
付
率
の
改
正

総
合
課
税
に
係
る
税
率
改
正
に
あ
わ

せ
、
配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割

の
市
町
村
に
対
す
る
交
付
率
を
5
分
の

3
（
交
付
時
期
毎
に
実
際
に
交
付
す
る

率
は
、
徴
収
取
扱
費
相
当
額
を
税
収
入

の
１
０
０
分
の
5
か
ら
１
０
０
分
の
1

と
す
る
改
正
が
加
味
さ
れ
、
１
０
０
分

の
59
・
4
）
と
す
る
改
正
は
、
平
成
19

年
度
以
降
交
付
す
る
交
付
金
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

（2）
道
府
県
民
税
徴
収
取
扱
費
交
付
金
の

算
定
基
準
の
変
更

税
源
移
譲
に
よ
り
道
府
県
民
税
収
入

額
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、

道
府
県
民
税
徴
収
取
扱
費
交
付
金
の
算

定
基
準
を
、
平
成
19
年
度
以
降
に
お
い

て
賦
課
決
定
を
さ
れ
た
個
人
の
都
道
府

県
税
に
係
る
徴
収
取
扱
費
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
し
ま
す
。

徴
税
取
扱
費
＝

納
税
義
務
者
数
×
３
０
０
０
円

た
だ
し
、
平
成
19
、
20
年
度
は
過
渡

的
な
事
務
負
担
を
考
慮
し
、

徴
税
取
扱
費
＝

納
税
義
務
者
数
×
４
０
０
０
円

を
交
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
平
成
19
年
度
分
住
民
税

税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の
所
得
の
変
動
に

係
る
経
過
措
置

平
成
19
年
度
個
人
住
民
税
の
合
計
課

税
所
得
金
額
か
ら
所
得
税
と
の
人
的
控

除
差
の
合
計
額
を
控
除
し
た
金
額
が
あ

り
、
か
つ
、
平
成
20
年
度
個
人
住
民
税

の
合
計
課
税
所
得
金
額
か
ら
所
得
税
と

の
人
的
控
除
差
の
合
計
額
を
控
除
し
た

金
額
が
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
納
税
者

か
ら
の
申
告
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
分

の
個
人
住
民
税
を
税
源
移
譲
前
の
水
準

ま
で
減
額
す
る
経
過
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。（
簡
単
に
い
う
と
、
平
成
18
年
分

の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
る
が
、
平
成
19

年
分
の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
な
い
者
に

対
す
る
経
過
措
置
。）

こ
の
経
過
措
置
は
、
平
成
20
年
7
月

1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で
の
間
に
申
告

が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
通
常
は
賦
課
決

定
済
み
、
納
付
済
み
の
平
成
19
年
度
分

個
人
住
民
税
を
減
額
、
還
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

○
平
成
20
年
度
分
住
民
税
か
ら

（1）
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
係
る
減
額
措
置
の

創
設

税
源
移
譲
に
伴
い
、
個
々
人
の
所
得

税
額
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
が
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
く
な
る
一
方
、
個
人
住
民
税
の
負

担
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ

ー
ン
の
既
存
適
用
者
の
負
担
が
増
加
す

る
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
18
年

ま
で
の
入
居
者
に
つ
い
て
、
申
告
に
基

づ
い
て
税
源
移
譲
に
よ
る
影
響
額
を
翌

年
度
の
個
人
住
民
税
の
所
得
割
か
ら
控

除
し
ま
す
。
こ
の
措
置
は
、
平
成
20
年

度
分
か
ら
平
成
28
年
度
分
ま
で
の
個
人

住
民
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
こ
の
措
置
に
よ
り
生
ず
る
個
人
住

民
税
の
減
収
額
に
つ
い
て
は
、
全
額
国

費
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

（2）
配
当
割
額
及
び
株
式
譲
渡
所
得
割
額

控
除
に
お
け
る
控
除
割
合
の
改
正

配
当
割
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割
の

市
町
村
に
対
す
る
交
付
率
を
5
分
の
3

と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
配
当
割
額
又
は

株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
控
除
に
お
け
る

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
控
除
割
合
を

そ
れ
ぞ
れ
5
分
の
2
、
5
分
の
3
と
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
正
後
の
市

町
村
交
付
率
は
、
平
成
19
年
度
交
付
分

か
ら
適
用
さ
れ
る
た
め
、
改
正
後
の
交

付
率
が
適
用
さ
れ
た
配
当
割
又
は
株
式

等
譲
渡
所
得
割
に
係
る
所
得
が
申
告
さ

れ
る
平
成
20
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か

ら
、
改
正
後
の
控
除
割
合
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
税
源
移
譲
関
係
の

改
正
事
項
は
、
今
後
順
次
適
用
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
住

民
税
額
へ
の
影
響
は
、
基
本
的
に
は
特

別
徴
収
の
場
合
は
、
平
成
19
年
6
月
徴

収
分
か
ら
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
平
成

19
年
6
月
納
期
限
分
か
ら
生
じ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
税
源
移
譲
に
あ
た
っ
て

は
、
所
得
税
の
減
税
と
個
人
住
民
税
の

増
税
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

個
々
の
納
税
者
の
負
担
増
が
生
じ
な
い

よ
う
に
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
は
、
賞
与

徴
収
が
あ
る
の
に
対
し
、
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
に
は
賞
与
徴
収
が
な
い
た

め
、
月
々
の
給
与
天
引
き
額
が
大
き
く

な
る
こ
と
、
平
成
19
年
度
か
ら
あ
わ
せ

て
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
税

負
担
の
増
が
同
時
期
に
な
る
等
の
理
由

か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
納
税

者
へ
十
分
な
説
明
が
求
め
ら
れ
、
理
解

を
得
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
税

務
担
当
職
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
適

切
な
対
応
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



フェスタまきば＆
北杜市大泉高原サラダ祭り

北杜市

平成18年10月1日(日)
（会場：県立まきば公園）

秋の穏やかな日差しの中、八ヶ岳高原で、地元産甲州牛のバー
ベキュー、新鮮な高原野菜や山梨のワインなど、郷土の食を存分
にお楽しみいただけます。
高原野菜のつかみ取り競争や新鮮な牛乳の早飲み競争など、観

るだけでなく、開放感溢れるステージに上って参加すれば、よい
記念になることでしょう。
ステージ以外でも会場の広大な牧草地でのオリエンテーリン

グ、動物とのふれあいコーナーや搾乳体験等、普段では味わえな
い貴重な体験ができるのもこのイベントの特色です。
秋の一日を是非八ヶ岳高原でお過ごし下さい。

身延山御会式（おえしき）
万燈行列

身延町

平成18年10月12日(木)
（会場：身延山久遠寺）

万燈行列は、日蓮聖人が１２８２年（弘安５年）１０月１３日に、池上
宗仲公の館で６１歳の生涯を終えましたが、そのご入滅の際に、季
節はずれの桜が周囲に一斉に咲き揃い、弟子信者がこの桜の下で
日蓮聖人を悼んだと伝えられる故事に由来しているものです。
行列は、花や灯明（とうみょう）で飾り付けられた万燈を従え、

太鼓や笛、鐘などのお囃子のリズムに合わせてゆっくりと参道を
練り歩き、最後に久遠寺本堂の前でそれぞれ万燈を奉納、万燈講
は地元をはじめ県内外からも多数の参加があります。

武田の里まつり
「武田勝頼公新府入城祭り」

韮崎市

平成18年10月8日(日)
（会場：本町通り・駅前中央通り）

「新府城」、「武田勝頼公」にスポットをあて、市民総参加型の
一大イベントとして開催します。当日は、本町通りと駅前中央通
りで、地元農産物・特産品の出店、パレードや時代絵巻行列、ま
た、本陣を始め、各陣屋（４ケ所）では、武田家とゆかりのある
都市との交流、毎年大好評の「武田の里スタンプラリー」など多
数のイベントを実施します。
ご家族、お友達おそろいで歴史と浪漫に彩られた私たちのふる

さと「武田の里」を一日満喫してみませんか。
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市町村イベントごよみ 
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第9回大柳川
やすらぎの里もみじ祭り

鰍沢町

平成18年11月12日(日)
（会場：大柳川やすらぎ水辺公園（鳥屋地内））

「のんびり歩こうもみじの里」と題したウォーキングを開催し
ます。もみじを楽しみながら、渓谷沿いを徒歩で巡り、５ヶ所のチ
ェックポイントで所定の台紙にスタンプを押印していただきます
（完歩者には賞品を進呈）。
また、鰍沢町の特産品であるゆずワイン、しそジュースの試飲

や販売、ゆず湯のサービス、シイタケ・マイタケなど地元農産物を
使用した里鍋、青空市場での野菜等の農産物、木工品等の林産物、
おにぎり等の飲食物の販売もあります。

かきまつり・まいもん朝市

南アルプス市

平成18年12月初旬
（会場：総合交流ターミナル「ハッピーパーク」）

「まいもん」とは、能登半島周辺の言葉で「うまいもの、おいし
いもの」という意味です。新鮮な殻付カキやサザエ等、たくさんの
海産物が、合併前から物産交流を行っている石川県穴水町から直
送、販売されます。それらを新鮮なまま買って、その場で炭火で焼
いて食べられるとあって毎年市内外から大勢の観光客が訪れます。
来場者には、新鮮なイカを無料配布します。

山中湖アートイルミネーション
“FANTASEUM(ファンタジウム)”

山中湖村

平成18年11月17日（金）～
平成19年1月5日（金）

（会場：山中湖「花の都公園」）

月の光で神秘的に浮かび上がる富士山をバックに、約２００基の
美しいアートイルミネーションによって、会場は幻想的な雰囲気
に包まれます。作品は一般公募し、コンテストを行うという独特
の形態をとっています。公募作品の外にも１００ｍに渡るLEDライ
トの光のトンネル、巨大ピラミッドなどが皆さんをお迎えします。
澄みきった夜空に広がる満天の星と、色とりどりのイルミネー

ションの共演をどうぞお楽しみ下さい。

お茶壷道中
平成18年10月29日(日)
（会場：谷村第一小学校校庭周辺）

徳川将軍家御用の茶を
江戸城に運ぶ宇治採茶使
の一行を「茶壷道中」と
呼び、１８世紀の初め頃ま
では往路は東海道、復路
は中山道・甲州街道を経
由していたとされていま
す。その途中甲州谷村に
立ち寄って、茶壷を谷村
藩主秋元家に預け、夏の
間勝山城の茶壷蔵へ格納
し、最高級の茶へ熟成し
ていたといわれていま
す。
将軍家の茶を預かる採

茶使一行は特別な権威を
持ち、大名ですら行列に

出会えば道を譲ったと伝えられています。一行の独特の歩き方、
まるで将軍のように駕籠に乗せられ運ばれる茶壺…現代に忠実に
再現されたお茶壷道中の威容を是非ご覧ください。
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市町村 振興協会たより

今回の市町村振興協会たよりでは、市町村振興事業の一環として本年度から実施している

「市町村調査研究推進事業」について紹介します。

市町村調査研究推進事業について

市町村職員が自主的、主体的に実施する調査研究事業に対し、次のとおり助成を行います。（詳細については
平成18年4月19日付け、梨市振発第38号で通知しました交付要綱等を参照願います。）
①　助成対象
市町村職員で構成する調査研究グループ（市町村長等から推薦がある4人以上の調査研究グループ）

②　対象事業
市町村職員が行う調査研究事業（対象事業のテーマは問いません。）

③　助成対象経費
事務費、アンケート・聞き取り実施に伴う経費、検討会費、アドバイザー謝礼、報告書印刷費等

④　助成額
助成対象経費の全額（30万円限度）

⑤　助成期間
原則単年度。継続事業にあっては最大限2年間

⑥　その他
助成事業の実績及び取り組み状況について、本協会において報告会を開催する。

本年度については、別表のとおり6市村、9事業に対し、助成決定をいたしました。
なお、本年度の助成申請は、9月末日まで受け付けますので、希望がありましたら本協会までご連絡ください。
また、来年度における本事業の助成希望に関する調査を10月上旬に行う予定ですので、本制度の活用につい

てご検討願います。

（財）山梨県市町村振興協会
TEL：055-237-3153 FAX：055-237-5788
URL：http://www.ympa.or.jp/  e-mail：yamanashi@ympa.or.jp

問い合わせ

市町村職員が実施する調査研究事業を支援します!!

市町村 調査研究グループ 調査研究事業

都 　 留 　 市
都留市自治基本条例研究会 自治基本条例調査研究事業

都留市公会計制度導入調査研究会 公会計制度導入調査研究事業

南アルプス市
南アルプス市の合併を検証する研究会 南アルプス市の合併検証に関する調査研究事業

南アルプス市自治基本条例研究会 南アルプス市の自治基本条例調査研究事業

甲 　 斐 　 市 行政評価システム研究グループ 行政評価導入に向けた調査・研究事業

山 　 梨 　 市
まちづくり調査研究グループ

地方分権時代におけるまちづくりと職員の意識改革
に関する調査研究事業

山梨市定住促進プロジェクト 定住促進調査研究事業

甲 　 州 　 市 甲州市地域活性化研究会 元気な甲州市推進調査研究事業

道 　 志 　 村 みんなの知恵で村づくり調査研究会 みんなの知恵で村づくり調査研究事業

【別表】 市町村調査研究推進事業助成金決定団体一覧表【7月31日現在】



　私達二人は看護学校からの友人で、縁があり、身延町・早川町国民健康保険病院飯富病院に採用

されました。 

　二人とも一般病棟に配属され、様々な症状の患者さんと毎日関わりを持っています。 

　飯富病院を利用される患者様は、高齢者世帯や高齢者の一人暮らしの方が多くいらっしゃいます。 

　そのため私達は、関係町村の保健師や訪問看護ステーションの看護師などの他職種の方々との

連携を密に取り、高齢者の皆様が在宅での生活に復帰できるように看護、支援しています。 

　日々緊張の毎日ですが、職場の諸先輩方、仲間達に恵まれ、看護師としての知識、技術を学び、相

手の立場に立った考え方が出来るように心掛け、患者様と接しています。 

　まだまだ未熟な二人ですが、日々笑顔を忘れずに、患者様によりよい看護を提供していきたいと思

います。 

 

　第１６４回通常国会が閉幕した。教
育基本法改正案や国民投票法案な
どの重要法案は先送りされたというこ
とだが、地方自治法改正案や行政改
革推進法、住民基本台帳法改正案
など、地方公共団体にとって関連の
深い法案が数多く成立したところで
あり、今後の動向には引き続き関心を
寄せていきたい。 

佐野理恵 さん 

長坂真理子 さん 

S a n o  R i e

N a g a s a k a  M a r i k o

編集後記  

市町村職員
 

はつらつ！！ 
の やまなし 



の 

やまなし 

　平成18年9月25日（月）から、１等前後賞合わせて2億円が当た
るオータムジャンボ宝くじが発売されます。 
　この宝くじの収益金は、全額市町村へ交付され、市町村の明
るい街づくりや環境対策、高齢化対策など、地域住民の福祉向
上のために役立てられています。 
　こどもの頃、秋になると運動会でワクワクしていた思い出。今年
はオータムジャンボ宝くじで楽しんでみませんか？ 
 


